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　2024 年 1 月1日、マグニチュード 7.6、最大震度 7 を観測した能登半島地震が発

生しました。大災害からの復旧の道筋が少し見えてきた 9 月 21日、今度は豪雨被害

に見舞われました。能登地域は、年に二度、未曾有の災害に襲われました。お亡く

なりになられた方々に対してご冥福をお祈りすると共に、被災された方々に心よりお

見舞い申し上げます。一日も早い復旧・復興を願ってやみません。

　振り返ってみると、地震前から能登地域、とりわけ奥能登地域（輪島市、珠洲市、

能登町、穴水町）は人口減少の進展により地域社会の活力が低下し、身近な環境

に対しても人の管理が行き届かなくなっていました。2024 年の地震と水害は、こうし

た地域課題をより深刻化させました。そうしたなか、石川県が「石川県創造的復興

プラン」を策定するなど、関係自治体、地域住民、地域外の人びとによって、復旧・

復興に向けたさまざまな取り組みが進められています。

　では、復旧・復興の基盤となるものは何でしょうか。私（菊地）は、その一つは

足元にある「里山里海」ではないかと考えています。里山とは農業や林業といった人

びとの営みによって管理・維持されてきた環境であり、里海とは漁業などの営みによっ

て管理・利用されてきた沿岸海域です。能登の人びとは、里や山や海といった身近な

自然環境を管理してうまく使いながら暮らしを成り立たせていたのです。里山里海は

地域の暮らしの基盤といえます。

　国連食糧農業機関は、2011 年 6 月、日本で初めて「能登の里山里海」を世界農

業遺産に認定しました。世界農業遺産とは、世界的に重要で、次世代に継承すべき

重要な農法、生物多様性を有する地域を認定する国際プロジェクトです。能登の里

山里海は世界的にもとても重要な場所といえます。

　世界農業遺産は、地域の伝統的農業・林業・水産業、文化的資源を活用して、

地域の持続的な発展を目指したものです。ただ、里山里海はあまりにも身近な場所

であるため、活用していくことは、そう簡単ではありません。当たり前のものの価値

を知ることはなかなか難しいからです。そこで、石川県、地元 4 市 5 町及び関係団

体からなる世界農業遺産活用実行委員会は、能登の特色ある多種多様な構成資産

を後世に継承していくため、若い世代への教育や価値・魅力発信に努めてきました。

はじめに
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　一方、私は 2023 年から「いしかわ生物多様性カフェ」という活動をすすめてきま

した。市民と専門家が、コーヒーなどを飲みながら「対話」をすすめ、お互いに学び

合い、人びとのつながりをつくる場づくりです。この経験から、私は復旧・復興のも

う一つの基盤は「対話」であると考えるようになりました。もちろん、カフェという場

づくりは、直接的に復旧・復興につながる取り組みではありません。ただ、復旧・復

興の基盤である里山里海について対話を進めることにより、能登の未来を考えていく

ことはできないだろうか。そう考え、のと里山里海カフェを開催することにしました。

　2024 年度は、10 月から 3 回開催しました。第 1 回は、12 年間能登で人材育成活

動に従事してきた伊藤浩二さん（岐阜大学）をお招きし、「能登の里山里海と私たち

の未来」について対話しました。第 2 回は、珠洲市で自然と共生する地域づくりを

進めてきた宇都宮大輔さん（珠洲市自然共生推進室）をお招きし、「里山里海が核と

なる地域」について対話しました。第 3 回は、同じ世界農業遺産認定地域である佐

渡島で市民参加による自然共生社会づくりを進めている豊田光世さん（新潟大学）を

お招きし、「能登と佐渡の交流から地域の未来」について対話をしました。

　のと里山里海カフェの基本ルールは三つです。

　❶ 誰でも参加できること
　❷ 誰でも発言できること
　❸ 発言を否定しないこと
　このルールに従い、対話をすすめてきたのです。

　本報告書は、のと里山里海カフェに参加したさまざまな人びとの対話の記録です。

なるべくありのままの対話を記録しているため、読みにくいところもあるかもしれませ

ん。また、いずれも金沢での開催であったため、現場の状況とずれているところもあ

るかもしれません。ご指摘いただければ幸いです。

　のと里山里海カフェは、共催の石川県立図書館、後援の世界農業遺産活用実行

委員会、話題提供者をはじめ多くの人びとのご協力によって開催することができまし

た。ありがとうございました。そして何より、ご参加いただいたみなさまに感謝申し上

げます。

　2025 年 3 月

金沢大学…先端観光科学研究所

菊　地　直　樹
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1. 話題提供

　 話 題 提 供 者である伊藤 浩二さんは、

2008 年から金沢大学の一員として、能登

里山里海 SDGs マイスタープログラムとい

う社会人向けのプログラムのスタッフをして

いました。生態学を専門とする伊藤さんは、

社会生態システムの持続可能性の研究に

従事されています。具体的には農業、絶滅

危惧の生き物、里山里海保全などを研究

されています。

　12 年間にわたる能登での研究経験があ

る伊藤さんを招き、「のとの里山里海と私

たちの未来」というタイトルでお話ししていただきました。伊藤さんからは、ランドスケープアプローチという

社会と自然を一体的にとらえる視点から、能登の里山里海はどのような特徴があるのだろうか、どんな歴史を

たどってきたんだろうか、どんな活用の仕方があるんだろうか。こうした話題提供していただき、里山里海にか

ける期待とか希望に向けた対話のきっかけをつくっていただきました。

　印象的だったのは、能登では里山と里海が同所的に存在するという特徴が、生態系の多様性と人の暮らし

の多様性の基盤になってるという点でした。

　また、歴史を振り返ってみると、能登の里山里海はいくども大きな社会変化や危機に襲われてきたのですが、

2024 年 10 月 25 日（金）18:30 〜 20:30

石川県立図書館研修室

伊藤 浩二さん（岐阜大学）

のとの里山里海と私たちの未来

39 名

のと里山里海カフェ

VOL.1
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その時々に違う形で対応してきたというお話も大変示唆的でした。今回の地震および水害に対して、どのよう

な対応ができるのでしょうか。

　そして、能登の人たちがそこで暮らす理由を強く尊重しながら、私たちのような外部者がどのようにかかわっ

て、何ができるのかという問題提起も重要なポイントだと思いました。

　以下、伊藤さんの話題提供の要約です。

ランドスケープとしての里山里 海
　里山里海とは何か。学術的には「里山は農林業や日々の暮らしの目的のために人為的に管理・利用されて

形成されてきた農村景観であり、里海は漁業等の目的で管理・利用されてきた沿岸景観」といえます。どちら

も高い生産性と生物多様性を有しています。人が管理をすることによって健全に保たれてきたのですが、人と

自然の関係性は、時代ごとで大分異なります。

　私は里山里海を景観としてとらえています。景観とは英語ではランドスケープと呼ばれます。ランドスケープ

という言葉には、単なる景色という意味以上に、人と自然がお互い折り合いを付けながらつくり上げてきたも

のという意味が含まれています。ランドスケープは世界農業遺産を理解する時にとても重要なキーワードになり

ます。

能登の里山里 海の特 徴
　能登の里山里海にはいろいろな景観があって多種多様な環境があり、そのことが生物多様性を育んでいま

す。生物多様性に富んだ里山里海は私たちにたくさんの恵みを与えてくれます。燃料、建築材、季節ごとの食材。

こういったものを維持するために生物多様性は大事だということが広く知られています。

　今回の震災で、里山里海はライフラインが断絶した中で避難してる方々の命を救う一つの要因になったとも

いわれています。山からの湧き水だったりとか古井戸の水だったり、薪、へんざいもんと呼ばれるような畑の野

菜だったり。そして、ただそれらが存在したから使えたわけではありません。そこに住んでる人たちが自然を

利用する知識とか技術、経験をもっていたからこそ、それをうまく利用できたのです。里山里海の存在がいざ

という時の保険、安心、安全の材料になるという側面に今回の震災で改めて気が付いたと思っています。

　能登の里海についてですが、外浦と内浦では、大きく海岸の環境が違います。岩場がある、砂浜がある、

干潟があるという以外にも、潮あたりによる環境の差異があったり、もう少し広いスケールで見れば表層を流

れる暖かい対馬海流と、日本海固有水と呼ばれる冷たい深層水が共にあることで、それぞれの環境に適応し

た生物が生息することで、能登の里海の生物多様性を豊かにしていると考えられています。

　能登は全国でもっとも藻場面積が大きい海域だといわれています。また漁獲データなどを元に解析した日本

沿岸の魚類の生物多様性を表わした地図を見ると、一般的に太平洋側のほうで魚種数は多いのですが、日本

海側では能登半島の周りで種数が多くなっています。これには藻場がたくさんあることも大きく関連してると思

います。しかしながら、温暖化の影響で最近海水温が徐々に上がり始めていて、特に内浦側の能登町沿岸や

七尾湾で、藻場が急激に減っていることが研究者の調査で分かっています。能登の里海の環境は大きく変化し

ています。
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　里海も里山同様、いろいろな生態系サービスがあります。能登の人が大好きなカジメ（アラメやツルアラメ

を含む）のほかにも 30 種類以上の海藻を食べています。このような地域は日本で他にないと思っています。

藻場は能登の里海の豊かさの象徴であり、かつそこに住んでる人の海藻に関する知識、知恵が豊富だからこ

そ活用されていると思っています。

　それを裏付けているのが、マイスタープログラムの受講生が、能登でどんな食材、里山里海の恵みが使われ

ているのかについて地域の方に聞き取りをして、見える化した調査結果です。珠洲市の狼煙（のろし）地区で

は山菜だと 32 種類、海産物 25 種類、キノコ 11 種類、これらを季節に応じて使い分けていることがわかり

ました。このように市民がデータを集めて、自分たちのことを調べることは、すごく大事なことだと改めて思っ

ています。

   このように、能登の里山里海にはそれぞれに多種多様な環境があって、そこでいろいろな生態系サービス、

恵みが得られることを話しました。さて、里山も里海も日本全国いろいろなところにあるのに、なぜ能登半島

の里山里海が貴重な存在なのかと思われる方もいると思います。その理由は、能登では里山と里海が近しい

関係で隣り合って存在している、つまり同所的に存在していることに由来すると考えています。

　この里山と里海が同所的に存在することで得られるメリットとして、半農半漁のような、複数のなりわいに

よって生計が成立できることが挙げられます。もちろん広い農地がないので、仕方なくという部分もありますが、

それでもこの土地で生きていけるのは、複数の里山里海両方の恵みを使えるからということに他ならないと思っ

ています。

　他にも、海と山の幸を両方がある豊かな食文化や、地滑り地帯での棚田の開墾が生んだ千枚田の景観。海

水と薪を近場で得られる地の利を生かした揚げ浜式製塩。アカテガニやモクズガニなど里山と里海を行き来す

る生き物が暮らす豊かな生態系。これらはいずれも、この里山里海が両方近くに存在するということで初めて

得られる生態系サービスです。このことを能登ならではの里山里海の特徴としてもっとアピールしていけばいい

と思います。

世界農 業 遺 産
　能登地域 GIAHS 推進協議会が作成した第 3 期アクションプランを見てみると、能登の里山里海の暮らしは

「里山をめぐる農林水産業システム」「里海をめぐる農林水産業システム」「米づくりをめぐる農林水産業システ

ム」「文化・信仰をめぐる農林水産業システム」という 4 つのサブシステムがお互いに連携し合いながら全体が

関わりあって成り立っていることが示されています。これこそが、能登の里山里海が世界農業遺産であることの

本質だと思います。このシステムという言葉は今後の里山里海をどう活かしていくか考える上でとても重要なキー

ワードになると思っています。

　さて改めて世界農業遺産はどのような制度かを確認すると、世界的に見て次世代に継承すべき重要な農林

業のシステムだということが世界的に認められた証だと考えられます。そのため、能登の里山里海は決してロー

カルの価値だけで閉じるものではなく、世界とつながっている、世界に発信できる価値を持っているのです。

　日本には世界農業遺産が 15 地域にあります。どこを見ても非常にユニークな農林業システムがありますが、

3 つのタイプに分けることができます。1 つはある農法に焦点を当てた世界農業遺産で、静岡の茶草場農法に

代表されるものです。2 つ目が遺伝資源保全型といって、兵庫県美方地方の但馬牛、黒毛和種の DNA、品

6



種が伝統的に守られててきたことが評価されたものです。最後が先ほど紹介したランドスケープ型と呼ばれる

ものです。能登半島はこちらに属しています。

　どれも、もちろん世界農業遺産として価値がありますが、特定の業界内だけにとどまらず地域全体に効果が

波及する点において、3 つ目のランドスケープ型の認定地域は利点があります。ランドスケープ型は、認定地

域内の様々な人が力を合わせて、里山里海を活かした地域振興ができやすい認定タイプになっているからです。

里山里 海の歴史
　今、能登で起きている里山里海にまつわる問題は、2 つに集約できると思います。1 つが、人の手によって

守られてきた里山里海の環境が、過疎高齢化によって人が不足して管理がままならなくなって維持できなくなっ

ている、それに伴い生態系が劣化しているという自然側の問題です。2 つ目が地域に暮らす人のなりわいが経

済的に成り立たなくなってきて、集落の祭りが維持できなくなってしまったとか、農業用水路の管理ができなく

なってしまったとか、人間側の問題です。それらを解決するために、これまでの里山里海がどのような経過を

たどってきたのかを振り返ることが一つヒントにつながると思っています。

　能登半島の里山が歴史的にどのように活用されてきたのかを考える時、代表的な産業が 3 つあります。1 つ

は、珠洲焼と呼ばれる焼き物の産業です。これは当時 10 世紀から始まって 14 世紀まで非常にたくさんの焼

き物が作られて、能登以外の全国に輸出されていました。発掘された珠洲焼の釉薬を分析することで、当時

広葉樹の薪を使って焼き物を焼いていたということが分かっていて、里山もそのために使われていたと想像して

います。珠洲焼は他産地との競合など、外的な要因によって急速に途絶えて 15 世紀後半に作られなくなった

という歴史があります。

　珠洲焼に代わる里山の利用の仕方として、揚げ浜式塩田で作られる塩を焼くための燃料として、たくさんの

山の木が使われるようになりました。塩田のある沿岸部の森林だけではなく、内陸側の柳田地区とかからもた

くさんの薪や柴が沿岸部に輸出、拠出されていたことが分かっています。能登の揚げ浜式塩田は 8 世紀には

じまり、江戸時代から藩の保護を受けて徐々に拡大し、明治 20 年ごろにピークを迎えます。

　しかし、塩づくりも明治時代後半になると急速に衰退し、それに代わる産業として今度は瓦産業が生まれて

きました。珠洲の雲津海岸にたくさんの薪が積まれて瓦が焼かれていた写真が残っています。戦後年間 500

万枚以上焼かれた能登瓦も、昭和 40 年ぐらいになると他産地との競合など外的な要因で衰退をして、その

後里山の樹木を使った主要な産業が発達することなく、現在に至っています。

　このように、産業の変化に伴って里山の在り方、使われ方は時代ごとに変わってきました。山だけではなく

田んぼもそうだと思っています。こちらは輪島の千枚田の明治の頃の風景図です。注目してほしいのは、この

沿岸部に塩田が広がっていたことです。かつての塩田後は日本海の荒波による浸食で一旦は海に消えてしまい

ましたが、今回の震災による海岸隆起で再び陸地が姿を現すことになりました。

　千枚田はいろいろな苦難の歴史をたどってきました。大きな出来事としては 1684 年の大規模地滑りによる

棚田崩壊とその後の耕作放棄があって、そこから 200 年近く荒れた時代が続いていたようです。明治の頃ま

でに少しずつ復興がされてきて、先ほど示したような壮大な景観になりました。しかし再び 1970 年代には減

反政策や高齢化の影響で田んぼが作られなくなって耕作放棄地が増えてしまいました。そこから外部の方の支

援により棚田再生運動が始まって、それに触発された地元の方の努力もあって現在では世界農業遺産にも認

7



定されるようになりました。

   今私たちが見ている地震後の傷ついた里山里海の景観は本当に痛ましいですが、歴史をたどれば様々な苦

難を乗り越えてきた経験が能登にはある、そこに私たち何かヒントを見いだすことができるのではないかと考

えています。

　時代によって里山は姿を変えてきたということをまずは皆さんに知ってほしいと思います。そして、今の時代

に合った里山の利用の仕方はきっとあるんじゃないかと。そこをこれから皆さんと一緒に考えていけたらと思っ

ています。

能登の未 来に向けて
　今、石川県では創造的復興プランという計画を作っています。その中で「教訓を踏まえた災害に強い地域づ

くり」「能登の特色あるなりわいの再建」「暮らしとコミュニティの再建」「誰もが安全・安心に暮らし、学ぶこ

とができる環境・地域づくり」が大きな方針として挙げられています。私はここで里山里海が果たす役割がた

くさんあると思っています。その一つが、この能登半島特定公園のリ・デザインとして復興プランに挙げられて

いる内容です。里山里海に囲まれた多様な生物多様性、資源を活用して、能登の里山里海の魅力を生かした

新しい産業をつくっていくことが期待されています。

　そして、トキを復興のシンボルにした能登の里山里海の再生です。2026 年に能登での放鳥が計画されてい

ます。

　こうした取り組みを進める中で、キーワードとして取り上げられているのが関係人口です。これは能登半島

に住んでいる人だけではなくて、半島以外の地域に住んでらっしゃる方とも力を合わせて、一緒に取り組みを

進めていこうということです。復興ボランティアとか移住という関わり方だけではなくて、二地域居住など多様

なかかわり方を活かしていこうということです。

　この関係人口のことを考えた時、私の心にまず思い浮かんだのは、減反政策による千枚田の耕作放棄化が

おきた時に、愛知県立安城東高校の高校生たちが 10 年以上にわたって修学旅行を通して通い続けて草刈り

十字軍運動を行い、その姿に地元の人が背中を押されて千枚田の復興が進んだということです。なので長期

にわたり伴走してくださることの価値を、能登の人は特によく分かっているんじゃないかと思っています。震災

復興においても様々な分野での関係人口が生み出す効果に期待してるところです。

　この関係人口を活かした震災復興において、能登の里山里海を復興の土台として考えていく際に重要な視

点として、私は改めて「世界農業遺産は能登の暮らしそのもの」という石川県が提唱したキャッチフレーズを

取りあげたいと思います。このキャッチフレーズが提唱された当初は、何か曖昧な印象をもっていたのですが、

「人あっての里山里海」を考えるならば、本質を捉えた象徴的なキャッチフレーズだなと再評価しているところ

です。

　人が暮らしていてこその里山里海。そして、能登に思いを持つ 「里の人」（里人）がいてこその関係人口だ

と思っています。関係人口だけが盛んになっても、おそらくそれでは能登らしい復興が実現したとはいえない

と思います。能登に暮らす人が能登に暮らし続けたいと思える理由をしっかり整えていくことが復興の基盤に

なると思っています。根っこを持つこと、土台を整えること。これらを出発点にしてこれから里山里海を活かし

た復興に取り組んでいけたらいいと期待をしています。
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　その参考として震災前から取り組まれている能

登での 2 つの事例を紹介します。1 つが製炭業を

営まれている大野さんが代表を務める 「ノトハハ

ソ」という株式会社の取り組みです。売られてい

る炭のパッケージに何やら数字が書かれているの

にお気付きでしょうか。大野さんが作られてる炭

が大気中の二酸化炭素を年間 61.7トン削減して

いることを見えるかたちにしたものです。写真はそ

の炭の材料になるクヌギ林に、かつて耕作放棄地

だった時には暮らしていなかったいろいろな森林

生の生き物が戻ってきて、生物多様性が 2.4 倍に

増えたことを表わしています。製炭という伝統的

な能登の里山里海のなりわいに環境価値というプ

ラスアルファを加えることで新しい価値を提案す

る取り組みです。ノトハハソの炭の箱に同封してい

る手紙には 6 つの新たな価値が示されています。①能登で炭やきのなりわいを振興することで耕作放棄地が

有効活用されてクヌギ林に再生したこと、それによって②生き物が増えたということ、③大気中の二酸化炭素

の量が減りましたということ、④伝統産業の炭やきが継承されているということ、⑤伝統文化である茶道を支

えているということ、そして、⑥炭やきというなりわいが能登で再興することで、能登で暮らしていける人が増

えるっていうこと。大野さんたちはこの 6 つの新しい価値を炭やきに見いだしています。これはエリアベースで

包括的な課題解決を目指す、まさにランドスケープアプローチです。里山里海を守る時に環境のことだけを見

るのではなくて社会とか経済のことを一緒に考えて解決策を考えていく。このアプローチを大野さんたちは実

践されていると理解をしています。

　2023 年、ここのクヌギ林を環境省は自然共生サイトとして認定しました。自然共生サイトとは、農地や林

地など生物多様性を守る目的で管理しているところではなくても、結果的に生物多様性を守られてる場所になっ

ているところを認定する制度です。昨年から正式に制度が動き出しています。ノトハハソのクヌギの森は石川

県第 1 号の自然共生サイトとして認定を受けています。この自然共生サイトという取り組みでは、企業の森と

かワイン用のブドウ畑、保育園や幼稚園の園庭だとか、規模の大小問わずいろいろな場所が認定を受けてい

ます。この自然共生サイトを能登半島のたくさんの場所で増やして、「里山里海システム」の 1 つとしてたくさ

ん増やしていけたらいいと考えています。

　もう一つの事例が輪島市三井町に住む萩野さんご夫妻らが取り組む「まるやま組」です。これは自分たちが

住んでいる地域の里山の自然の中にどんな生き物が暮らしているのか、自分たちで調べて記録することを通じ

て、古くて新しい能登の価値を市民の手で創造する活動です。そこに私は植物の生態学者として調査のお手

伝いに入っています。水生動物の専門家の方も一緒に参加して、この地域にいろいろな生き物がいることが分

かってきました。この活動は単に生き物を調べるだけではありません。そこから得られる里山の恵みとか地元

の人の技術や知恵などを、萩野さんがデザイナーとしての感性を通じて見た人が楽しく、ワクワクするように
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表現します。里山を通してさまざまな技術や知識を共有する「学びの場」をつくることによって、みんながそれ

ぞれに学ぶものを得れるのです。そして里山で採れた山菜や野菜とかを料理して一緒に味わって共有する。里

山の価値をいろいろな方面から引き出して共有する場をつくったことが、このまるやま組の活動の価値だと思っ

ています。輪島市だけではなく、能登の各地域でこういった活動が広がれば高齢者の知恵を若い人が受け取っ

て、それを新しい価値として表現する機会にもつながっていくと思っています。

里山里 海のつながり
　最後に今日のお話をまとめたいと思います。里山里海と人とのつながりを増やすこと、これが里山里海の復

興の手段と考えています。先ほど紹介した農林業システムという大きなシステムの中に自分も1 人の参加者とし

て、あるいは主人公としてつながりをつくっていくことが、里山里海の保全につながっていくのかと思っています。

能登の人が生産したものを買って消費することももちろん関係性の一つですし、観光とか体験交流を通して能

登の人とつながりをつくるのもつながりの仕方だし、「まるやま組」のような学びを通してつながるということも

あるでしょう。そして、復興ボランティアとかお祭りのボランティアとか、いろいろなかたちで直接的に地域の

方の力になるということもつながりでしょう。それ以外のつながり方についても、みなさんの中からいろいろな

アイデアが生まれてくると思うので、ぜひ、一緒に考えていけたらと思っています。

　復興の土台としての里山里海の価値について、今日はみなさんと共有できたかと思っています。ただ、この

土台となる里山里海は今大きく変化して、地震で傷ついたものであったりとか人が管理しなくなって劣化したり

とか、そういった現状にあるのも現実です。外部の力とか公的支援が必要なところは、もちろんそういった

力で修復をしつつ、私たち一人一人ができることも同時に探しながら、この両方がうまく連動することによって、

里山里海を復興の土台にしていけることができるのではと思います。その方法をぜひ、これからみなさんと一

緒に考えていけたらと思っています。

2. 対話

A さん：石川県に住んでいながら能登の価値を改めて知りました。能登半島の企業や人のつながりを本

当に守らなきゃいけないと考えが変わりました。一方、すごく大きな動きが必要だなと思いました。国を

動かして強烈なリーダーシップで動きをつくってくれる仕組みがあったらとも思います。このままじゃちょっ

と寂しすぎます。地震と水害、何てことをしてくれたんだっていってもしょうがないですが、今すごく暗い

気持ちなんです。何か大きな力を呼び寄せるような方策がないでしょうか。

伊藤さん：国が大きな予算を付けて、何か大きなものをつくることもあるのかもしれませんが、能登の人

たちが、能登が見捨てられた土地ではなくて希望のある土地として、みんなが考えてくれている、希望が

見えることが大きな意味を持っていると思います。それに付随して、いろいろなプロジェクトが能登で実際

に起っていくと思うんです。まずは希望をどのように見せるのかを考えたらいいのかなと。能登の人が意
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味があるものと感じるものをつくっていく、予算を使っていく必要があると思います。希望の見せ方をぜひ

考えたいと思ってはいます。

B さん：ランドスケープっていう見方で能登の里山里海をまとめてくださいました。例えば、復興支援とし

て国から大きな予算が能登に来ると。モデルとして示された炭焼きとか揚げ浜塩田とか、予算が来るから

一気に規模を10 倍にしましょう。それが能登の復興になるのかなと。モデルとしてサステイナビリティー

があるのかな。多分、違うと思います。今日示していただいたモデルは、大きな動きが必要だと漠然と考

えられたのは鋭いと思います。

　ただちょっと違うんです。例えば、製塩の塩の行き先は地元ではなくて、明確な消費地があったわけ

です。どこに送られてたか。そういったことは今日のランドスケープのモデルの中には入ってない。そこを

もう少し明確にビジョン化しないと、次のステップを行くためのモデルとしてまだ弱いと思います。

　例えば、能登の海藻豊かな資源。かつて、たくさん輸出されてました。しかし、どこに運ばれてたか

知らない人ばっかりです。今はもう運ばれてないからなんです。閉じた一つのまとまりのあるランドスケー

プだけではなくて、「なりわい」がどのように他の地域とつながっていって、他の地域の文化とつながっ

ていたのかというところまで示す必要があると思います。奥能登は金沢よりもはるかに時代の変化に合わ

せてたくさんチャレンジして、どんどん中身が変わってきた地域なんです。金沢の人は奥能登を見る時に、

何となく昔からの生活をしてる場所と見たがりますが実は全然違います。まず見方を変える必要があると

思います。もう一つは、クローズドなランドスケープではなくてじゃなく他の地域とどれぐらいつながってい

たのかという視点をもっと入れる必要があると思います。

伊藤さん：塩の話だと岐阜とつながってたんです。塩ブリです。飛騨の人たちがお正月を迎える時のもの

です。能登半島で作られた塩で保存食として作られたブリがブリ街道を通してやってきていました。瓦も

そうですし、珠洲焼もそう。全国に能登の里山由来の物産が輸出されていたことが、まず新鮮な驚きで

す、それを今の時代にどんなかたちで産業として里山を活かしていけるのかについては、あまり具体的な

アイデアがあるわけではないですが、大きな仕事、大きな産業の流れをつくれれば素晴らしいです。ただ

それをできるローカルの循環もまた同じように大事なことだと思っています。今、考えているのは能登半島

に広がった水田の耕作放棄地に生えているヨシとかを、ただ景観を維持するためだけに刈るのではなく、

昔は田んぼで当たり前のようにやられていた刈敷と言われるやり方を改良して、現代の能登の水田で活か

していく方法がないか。研究を進めています。

　例えば、CO2 の固定という新しい分脈で農業の新しいデザインがされています。農地に有機物として

炭素を固定することで、農業が地球温暖化防止に貢献していくやり方が国の計画の中でも組み込まれてい

ます。先進地として能登を、新しい水田農業をデザインしていくことができたらいいと思って研究をしてい

ます。
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C さん：能登を全体的な枠組みの中で考える必要があるということについて、私も非常に同感なんです。

能登は炭の産地として全国的にも有名な場所です。その炭は割炭と言いまして、普通のお茶に使うような

炭じゃないんです。

　1950 年代、せっせとコナラを植えてました。能登の山、コナラの山は歴史的にちゃんと植えてきて作っ

たものなんです。能登の炭は全部割炭といって大きな木にして、そして、それを割って焼いて工業的に使っ

ていたんです。ともかく能登を考える場合には全国的な、あるいは世界的な枠組みの中で考える必要が

あると思います。1 つの問題は里山と里海の結合です。指摘されたとおり、非常に重要な点だと思います。

能登の里山は単なる里山じゃないんです。海と結び付いてるんです。だから、私が金沢大学の臨海実験

所にいた時、小木に魚屋さんがなかったんです。夕方に懐中電灯を持っていって、エビの目が光って見え

るんです。それを捕まえて餌にすると、魚がどれだけでも捕まえられるんです。それを使って魚の研究を

した記憶があります。こういうことができるのが能登の一つの特徴で、全国的にも非常に面白いことです。

　能登は軽井沢みたいな方向なら、そこを目指して来る人に対してサービスを提供することもあり得ると

思います。

D さん：里山と里海が近いことが大変印象に残りました。つながりの大事さをどのように説明すると能登

の強み、魅力をうまく発信できるかと考えています。つながりを説明できる単位にはどういうものがある

だろうか。関係人口ならば何人っていう説明もできると思います。塩だとキログラム、トンかもしれません。

能登にはこれだけの単位でその豊かさを説明できるんですよといった、子どものワークみたいですが、そ

ういうことから説明できたら面白いかなと思います。里山と里海が近いんならその距離をメーターで説明

するとか面積で説明するとか。伊藤先生、何種類あるんでしょうか。

伊藤さん：数字を見た時に人々がどういうイメージを持つのか、感性に訴えかける部分がとても大事だと

思っています。おそらく、数字にするとその部分が失われてしまう部分もあると思います。私は人に共感し

てもらうための表現の仕方としては、藻場の面積の表現であったようなアートで表現することが大きいと

思っています。幸い能登には芸術祭もあって、たくさんの素晴らしいアーティストの方が来てくださってい

ます、そういった方々にこの能登の里山里海の魅力をアートとして表現してもらうことが、一つ大事と思っ

ています。

あと、重要指数だと思っているのは能登の高校生とか中学生たちが、将来また能登に戻って暮らしたい

と思っている率です。能登の復興の指数としてモニタリングしていくことが大事だと思います。子どもたち

が能登を大事にしたいと思う気持ちにつながらなかったら、いろいろな努力がおそらく水の泡になると思

います。

E さん：金沢大学の学生です。単位と聞いて私が真っ先に思ったのは、菊地先生の講義を受講してるの
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ですが、サンゴ礁を保護した場合の経済効果を話されていました。お金という数値になった時に自分の

中でリアルに感じられたので、単位として円っていうのも大きいものではないかと思います。

F さん：里山里海が大事だとか生物多様性とか、それから炭、塩とか地味なものがすごく大事だというこ

とでした。ここに集まってる人はそれに共感する人だと思うんです。しかし、震災復興の話にしても、大

きな政策の話にしても、今日の話に共感しないようなかたちで政策が作られたりすることがあると思いま

す。里山里海が大事だよねというようなことを無視したり、乱暴に扱ったり、そういう考え方もたくさんあ

ると思います。アンチテーゼなり反論をしたい人がいると思いました。例えば、里山撤退論という議論が

ありますよね。それについても、一方で整理して、どこが心配かとかそういうことも同時にやらないと、い

いねいいねっていうだけでは駄目ではないかなと思います。かみ合う議論ですね。ひょっとしたらかみ合

わないかもしれませんが。

菊地：人口減少時代を迎え、国の予算も限られている中、コストがかかる場所からは撤退して、機能を

集約させようという議論ですね。

　外部者と能登の人が一緒になって能登の未来を考えて、何か具体的な行動を1 つでも起こせないか、

そういうことも話し合えたらと思っています。能登の地域特性を理解した上で、外とのつながりがあること

が、実は能登の非常に大きな特徴でもある。どのような伝え方がいいのか、どのような単位で考えれば

いいかという話も出ました。里山里海が大事ですよといってもほとんど理解されない場面もたくさんありま

す。では、理解しない人たちはどんなことを考えてるんだろうか。そういう人たちの話を聞くことも必要で

すね。

伊藤さん：復興に関係する撤退論もそうだし、新しい何か仕組みを大きく導入してかなりドラスティックに

変えていこうっていう話とかも、里山里海を完全に無視して何かやろうっていう話ではないと思います。そ

の人たちの視点の中に、里山里海の利用といったローカルというのかミクロの話があまり伝わってないた

め、入れ違いが起きてしまっているのかもしれません。地元の人が大事にしてたものが見逃されてしまった

り、知らないうちに大きな取り組みの中で消されてしまうことが不安なことだと思います。ミクロの話とか

ローカルな話の見える化といっていのでしょうか、共有していく機会をもっともっと増やしていく必要がある

と思っています。もっとたくさんの人にローカルな価値を知ってもらえる発信の仕方も合わせて必要と思っ

ています。

G さん：地震があって水害があって、今日本で能登のことを考えてない人あんまりいないと思います。能

登の出身ですが、「七尾市」っていっても「それはどこ？」、石川県といっても東北の石川県とか中国地方
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とか言われるぐらいだったのです。でも、今は奥能登はどこかみんな知ってると思うんです。だから、逆

にチャンスだと思うんです。何かこのチャンスを活かせいないかなと。安全な位置からなので恥ずかしい

のですが、このことをすごく思っています。一つネックだなと思うのは能登の年配の人の閉鎖性ですよね。

すごく排他的なんです。それを何とかできないかなと思っています。

A さん：被災された能登のみなさんがどうしたいのか、その考えを知りたいとずっと思ってました。排他

的な人たちが多いとおっしゃいましたけど、その人たちがどういう人生設計をされているのか、どうしてい

きたいのか。

H さん：能登町に住んでいます。私の周りでも地震があって仕方なく違う地域に行かれた方が結構いま

すが、おそらく今までで一番能登にたくさん人が来ていると思います。最初は自衛隊を含めた支援の方が

来て、ボランティアの方も来て、今は建築業の方もたくさん来ていています。能登のためを思って来てこら

れる方がたくさんいるので、そういう方とつながりをつくって、長く能登を支援してもらうとか、能登に定住、

移住してくるような方とのつながりのつくり方ができないのかなと。こんなに能登に人が来てくれることは

ないと思いますので、今がチャンスというのはあると思ってます。

　能登の外浦でかなり隆起をして地面が新しくできました。自然海岸が新しくできたので、そういうもの

を今度は開発してしまうのではなく、残していくっていう方向。例えば、ジオパークとか世界遺産といった

かたちで、新しくできた自然海岸残せたらいいなと思います。

B さん：解体業者の人とかすごく来られています。能登に来て海岸でお弁当とか食べたりとか新しい経験

すごくされてると思うんです。私たちが海岸で調査をしていたら、若い解体業者の人が興味持たれて「こ

こ泳いでもいいんですか」っていわれたので、「泳いでいいですよ」といったらすごく楽しんでおられたん

です。彼らは彼らで決められた仕事をして、決められた場所で泊まっているのでしょう。もしこういった場、

先生方とか住民だけだったら、なかなか解体業者と何かしましょうなんて話は出てこないです。でも、今

ここに集まられてない人の中には、何かそういう仕組みとか、きっかけとかつくれる人がおられたらそれ

はすごいことだと思います。関係人口という話が出ましたが、本気をやるのなら、こういうことが大事では

ないかと感じています。

菊地：ボランティアが注目されていますが、確かに解体業者というように仕事として入っている人たちと、

能登の里山里海を一緒に話していくことは、非常に重要な点だと思いました。なかなか私たちの情報届

かないし、なかなか来てくれないかもしれませんが、復旧・復興の現場の担い手なわけですよね。つな

がる場面もつくっていきたいです。
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　日本は少子高齢化という課題を抱えていますが、能登はその課題先進地域ともいわれてきました。課

題として先進的であると同時に、これまでの歴史を踏まえると、能登ならではの先進的な取り組みもあり

ましたし、新しいものを取り入れる文化的基盤があることも理解できました。もちろん、外部の人だけで

考えることはできませんし、するべきでもありません。能登のみなさんが何を望んでいて、業者の人やボ

ランティアの人も含めて一緒に考えることが大事だと思います。力はありませんが、そういう場をつくってい

きたいと思っています。

石川県立図書館さんから、能登里山里海、世界

農業遺産関係の本を集めていただきました。

ありがとうございます。
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大変満足
46.2%

満足
42.3%

どちらともいえない
7.7%

あまり満足ではない
3.8%

満足度

満足ではない 0%

満足度にかんする自由記述

	 能登の人の話が不在のままの話だったなと思いました。

	 能登復興、世界農業遺産にいろいろ勉強になりました。

	 参加した人の質問を聞かせていただいて面白かったからです。

	 楽しい雰囲気の中で進められて、専門家と市民の交流の場となっていました。

	 能登の過去からの生業や今後の復旧 /復興に向けたことも話せたため。

	 能登が他地域と密接に関わっていることがよく分かった。

	 知ること、教えてもらい、それについて考える。能登についてちゃんと知れたこと。これからについて考える。つ
ながり関係人口、何ができるか。

	 能登の里山里海のことが、シンプルにわかりやすく伝わりました。

	 里山里海に対する考え方が変わり、非常に良いものであると感じることができたから。

	 あらためて里山里海を理解できた。

	 里山里海の価値を数値化して「見える化」することが生業の収入につながると言うのは、とてもいいと感じた。ま
た、ランドスケープ型の世界農業遺産であることのメリットを改めて見出すことができた。色々な面で活用できれ
ばと思う。里山里海が近しい関係であることのメリット（価値）。
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大きく変わった
19.2%

変わった
61.5%

どちらともいえない
11.5%

あまり変わらない
3.8%

変わらない
3.8%

考え方の
変化

考え方の変化にかんする自由記述

	 関係人口の持ち方について。今、能登で働いている人たちと関わりを持つことも関係をつくり、復興への道を拓い
ていくと思ったので。

	 勉強になりました。

	 里山里海の維持に人の管理が重要であると知った。

	「人が暮らしてこその『里山里海』」「能登で人々が暮らすことの『理由』を大切にしたい」という2点が重く心に響
きました。

	 能登のリデザインの方向性について、とても大きく考え方が変化した。

	 もっとわかるようになりました。

	 生物の種類は思ったより多いからです。

	 知らないことが多かったです。

	 半島の特徴の強みを知った。

	 能登の伝統的な炭焼き産業とCO2削減について、いろいろと勉強になりました。

	 ランドスケープアプローチ。能登の里山里海の豊な特徴を知りました。里山の森林の分布図、藻場面積日本一、
海と山の生み出す価値。すごいと思いました。

	 奥能登のイメージを改めて欲しい！→先鋭的な人材や動きがあることを知ってほしいと言う意見に心動かされました！

	 過去から里山里海に対する感覚、付き合い方は変わっていることを初めて知った。

	 仕事上、大きくかかわっており考え方が一緒であることから、変わらない。
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思わない 0%

思う
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全体としての感想

	 能登のことをもっと深く知りたいと思った。

	 能登の人の気持ちが不在だったと思いました。

	 今後も参加したいと思うが、第2〜 4回能登開催だと行けなくて残念。でも能登開催は大変大事で必要だと思う。
震災＋豪雨で未来に希望が持てないまま徐々に首をしめられていくことで、生きる気力が失われていく。R5.7月崖
崩れによる浸水、R6.1月地震による家屋破損で今も修繕できないでいる我が家の状況は、能登の大災害とは比
較にならないほど小とは自覚している。でも大変長期に渡りつらく、解決の見込みがついていないので、共感でき
る部分が多くある。やっと生きているが、あまりにつらいと生き続ける気力がなくなり、生活（食事その他）が投
げやりになり、体調悪化し、精神も病んでいく。悪循環から抜け出せず、どんどん落ち込んでいく。家の中にじっ
とこもっていると一層負の感情に支配されてしまう。他の場所、他の考え方をする人達と会って話をすることで、物
の見方、考え方を変えられる。救いを求めて生物多様性カフェに通っている部分が多 あ々る。自分は体力も気力も
落ちていて今一番求められている（と思う）実働部隊員に離れないが、話を聞くことはできるし、考えを持つこと
ができる。ここに来ていない人に「おいでよ」と言うこともできる。人と人をつなげることもできる。自分も救われ
たいが、何もできないと思っていた自分でもできることはありそうだと希望がほの見える機会に感謝している。

	 知らなかったことが多く、良い学びとなりました。

	 伊藤先生のお話ももちろんでしたが、聴いている人の意見なども非常にためになりました

	 最後の能登にゆかりをもたれているお 2人のコメントに希望を感じました。

	 日本全国の人が石川県、奥能登の場所を知ってくれている状況はチャンス。

	 今の状況ほど、能登にいろんな人が来てくれている状況はない。

	 私の家族にも福島の復興支援を機に、いわき市に移住して幸せに暮らしている者がいるので、実際にそのような
可能性はあるなと思いました。

	 能登が時代に合わせて柔軟に変化してきた地域だと聴き、能登に対するイメージが大きく変わりました。

	 とても憂鬱になりました・・・。前向きなエネルギーに変換する努力します。

	 面白かったお話を聞かせていただきました。

	 伊藤先生の豊な里山研究と優しい語り口が印象的でした。

	 景観の維持と経済発展とのバランスを取るのが大切だと思います。

	 金沢に住みながら中能登の里山で小さな畑をやっていますが、人手不足等で続けることが困難に思っている。今回
のお話で、やはり大切にしなくてはと思った。地域の人たちとのつながりや新しい仲間づくり等、努力したい。

	 実際に能登の方 と々も議論ができて非常によかった。

	 昔から薪→炭→景観価値。自主性。能登の人々が復興できる希望がまだまだあると思えます。付加価値を見つけ
てアピールしてあげるお手伝いができればと思います。農林業はかなり支援が必要です。自然回帰は多くの和解力
の補助が必要ですね。経済活動が復興の近道だと思います。

	 能登の人から「のとを見捨てないで」というコピーが嫌だ、と聞きました。能登の魅力、プライド、勝ちみたいなものを、
もっと明らかにして、外に伝えていくことが大切かも知れないと思いました。とても学びになりました！

	 能登の復旧・復興とは切っても切り離せない、むしろキーになる里山里海の価値を知ることができて、とても良かっ
た。

	 能登の里山里海について、無知な部分もあったが、今回のセミナーで理解することができた。

	 創造的復興の新たな視点が見つかった。

	 より深く里山里海について理解できたのでよかった。
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のと里山里海カフェ

VOL.2

1. 話題提供

　話題提供者である宇都宮大輔さんは、

金沢大学で花と昆虫の関係をテーマに博

士号を取得したのち、金沢大学の人材育

成プログラムの教員スタッフとして珠洲市に

赴任しました。2015 年から珠洲市自然共

生研究員を務めています。

　宇都宮さんを招き、「里山里海が核とな

る地域を目指して−珠洲市の取り組み」と

いうタイトルでお話ししていただきました。

宇都宮さんからは、珠洲市における里山里

海の現状、里山里海を活用しながら保全し

ていく取り組み、市民参加型の調査、地震と豪雨災害の現状と地域の知恵などについて話題提供していただ

きました。

　以下、宇都宮さんの話題提供の要約です。

2025 年 1 月 10 日（金）18:30 〜 20:30

石川県立図書館研修室

宇都宮 大輔さん（珠洲市自然共生室）

里山里海が核となる地域を目指して−珠洲市の取り組み

41 名
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里山里 海からの恵み
　里山里海は人の生活にどうしても必要な「自然の恵み」が得られる場所であると考えています。里山里海を

どうやって守っていくのか、どうやって維持していくのか、こういったことがとても大事であると考えています。

　では、みなさんが感じる「自然の恵み」とはどのようなものでしょうか。たぶん、多くの人は物質的な恵み

がすぐ思い浮かぶと思います。食べるもの、水、木材などなど、もともとは里山里海からもらっていたものを使っ

て作ったりしています。もう一つは精神的な恵みと思っています。きれいな景色を見たり、海水浴をしたり、ホ

タルを見に行って癒やされたりリラックスしたり、楽しむ場所もかなり提供しています。

　いろいろな恵みをもたらしてくれる里山里海は、生活に必要な物を得るために重要な場所ですが、ただ得

るだけではなく管理しながら利用してきた場所だと考えています。利用方法や管理方法の違いによって、多様

な場所、環境が混ざり合っている景観です。

里山里 海の維 持管 理
　たとえば森林の利用と里山林の形成について考えてみましょう。ほとんど手が入ってない森は照葉樹林が多

いです。それを利用し始めると木を切って、次にナラ類が優占していきます。二次林という言い方をしています。

10 年から 30 年の周期で伐採して、うまくサイクルを回していけば維持管理できますが、過剰利用するとはげ

山になっていきます。林の生産能力以上に人がものをとっているということです。何もとれなくなって、置いて

おくとマツが生えてきて、アカマツ林になってきます。マツタケが採れると思うかもしれません。実際、珠洲で

もつい最近までは、マツタケが非常にたくさん採れています。アカマツ林を経て、そのまま置いておくとナラの

二次林に戻っていきます。このように人がどのように使うかによって、どういう状態になるのかが決まる。これ

が里山里海の特徴だと思います。

　歴史的に考えると、さまざまな産業とのかかわりが非常に大きいです。珠洲の場合は瓦の産業がつい近年

まで行われていました。塩づくりもあります。共通するのはどちらも大量の薪が必要だということです。

　人が使うことが、里山里海にとっては非常に大事ですが、人間の活動だけでは里山里海は維持できません。

もう一つ主役が生きものです。いろんな種類の生きものがたくさんいると自然の恵みをもたらす仕組みが維持

されやすくなると考えられています。人間の活動と生物多様性の二本柱で里山里海が支えられているのです。

　現在、人間の活動の話は大きく変化しています。たとえばエネルギーは、薪や炭、天然の油を使っていまし

たが、石油由来のものになってきていますね。その場でとれていたものを使わなくなっています。人の生活が変

わっていくと、里山里海とのかかわり方も変わってきます。それによって能登の里山里海は良くなるのでしょうか、

悪くなるのでしょうか。

　社会的な変化もあります。だんだん里山里海と人が分断化されつつあると考えています。一番分かりやすい

のは、一次産業に携わる人が減っていることです。かつて小さい田んぼがたくさんあったのですが、それを整

理して 1 枚の大きい田んぼを作る整備事業が進んでいます。これによって農業を続けたい人に農地が集約され

て規模も拡大しやすくなっていますし、農作業の効率化も進んでいます。排水路もしっかりと作って田んぼを乾

きやすくする取り組みも進んでいます。その結果、2 メートル以上の深さがあるような場所に水路が結構でき

てきます。そうすると、もともと田んぼと水路を行き来していた生きものがなかなか生息できないという課題が

出ていると思ってます。
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　もう一つは、集落全体で見ると農業に携わる人が減っていきます。数人の大規模の農家さんに農地を集め

て安定化させる。集約化すると、ある人にお願いという形になります。たとえば水路の維持管理は、自分にも

関係があってメリットがあって、やらないといけないということでしたが、農業から離れてしまうと「私の仕事

ではありません」という人も出てくるかもしれません。どんどん集落活動とかがやりにくくなったり、里山里海

と人との距離ができるっていう原因の一つになりつつあると思っています。

　このような人の活動の変化に対応していく必要があると思っています。人と里山里海を継ぐ」、継承するた

めには人を育てて、いろんな人と情報や知識を共有しながら何かをしないといけない。やりっ放しではなくて、

確認と考察が大事になると思っています。こういう視点を持って地域でできることをやると、里山里海の状態

も良くなっていくと思っています。

珠 洲市の里山里 海について
　珠洲市の面積も高齢化率も世帯数も人口も数字を挙げれません。実は地震の後、今書ける数字がないんで

す。行政で持っている数字はありますが、暮らして生活していると、世帯数にしろ人口にしろ高齢化率にしろ、

数字と実感とはだいぶ差があります。人口は私の住んでいる地区で残っている人が 6 割ぐらいです。高齢化率

は 52％らしいんですが、これもかなり上がっているのが現実と思っています。

　半島なので海に囲まれています。海と山が近いです。高い山がありません。大きな川もありません。平地も

少ないです。このような特徴のなか、人々がお米を作ったりいろんな工夫をして生活をしてきたというのが能登

の能登半島にある里山里海の姿だと思います。

　縄文時代の遺跡も残っているように、ここでは人がずっと暮らしをしてきました。塩づくりとか、山の中には

たたら場の跡があったりします。今も珠洲焼もありますが、焼き物も作られてきました。色々なものを作りなが

ら、山を利用しながら今まで生きてきた。海のほうも干物を朝廷へ送っていたという記録があります。

　大きな川がなくて狭い平野でも、何とか米を作りたい。そのためのため池をたくさんつくってきました。珠洲

だけで 218、小さいのも含めると 800 は超えるという話も聞いております。こういったものを維持するための

共同活動を営んできたわけです。

珠 洲市での取り組み
　このように人が手を加え続けてきたことで残ってきた環境には、希少な生き物も残っています。トキとかコウ

ノトリが飛来する環境が能登には残っています。能登・珠洲の里山里海は、色 と々評価されてきました。能登

半島国定公園や世界農業遺産などがあります。まだまだ維持することで精一杯という状況なので、認定されて

劇的に良くなったわけではないのですが、これは大事にしたいという人が少しずつ増えてきていると思います。

　里山里海を保全していくために珠洲市が取り組んできたことを年表にしたものです。2007 年に金沢大学の

人材育成プログラムがスタート、2011 年に世界農業遺産に認定、私の所属する珠洲市自然共生室は 2013 年

に設置されてます。自然共生室ができてから、さまざまな計画を作ったり条例を作ったりしています。珠洲市

としては里山里海を次の世代へ引き継ぐために、珠洲市生物多様性基本条例を制定しました。条例とセットで

活動計画を作っています。この活動計画は里山里海がベースです。里山里海を保全することが生物多様性の

保全につながるということで、里山里海をしっかりと利活用することを計画で立てております。
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　他にも個別の活動で取り組んでいることがあります。人材育成プログラムは、能登里山里海 SDGsマイスター

プログラムという名前で続いています。能登の里山里海を今後活かして PR していける人を育てることが大きな

目的です。17 年ぐらいやって、修了生 241 名います。能登だけではなくて東京から通った人とか金沢から毎

週通った人もいます。能登とつながりながら能登のために何ができるかを考えたりしています。外から支援して

もらって里山里海を使う方法を一緒に考える機会もあります。珠洲市内の廃校となった小学校の校舎が拠点に

なっております。珠洲市も運営費を半分出して大学と折半しています。

　この人材育成プログラムは大人の人向けですが、より下の世代の人材育成も大事です。珠洲市では、小学

校の 3 年生の時に必ず「珠洲の里山生きもの観察会」を経験しています。10 年以上この事業をやっています

ので、今年の新成人ぐらいからは経験あると思います。早いうちに田んぼとか里山へ行って自然と触れ合う機

会をつくることが狙いです。学校の授業の中に入れてもらって、野外に子どもたちを連れていって、2 時間ほど

外で生きものを捕って、こんな生き物がいたんだっていうのを見る機会をつくっています。

　観察して終わりではなく、まとめ授業を 1 回行ってます。何が見れた、田んぼと川ではどんな違いがあるの

か。整理した上で自分たちが気付いたこととか、興味を持ったこと、考えたことを小学校 3 年生のクラスを集

めて年末に報告会をしています。2013 年から行っていますが、確認される種類が増えています。300 種類に

届きそうなぐらいの生きものが田んぼや田んぼの周りの環境で見つかっていますし、49 種類はレッドデータに

載っているものになってます。そういうことにも小学生に気付いてもらえる機会になってます。

　地区や集落で里山里海をどのように保全していけるかについて検討しています。自然の恵みを持続的に得て、

集落の活性化を図ることを目指しながら、地域にどんな資源があるんだろうか、どんな情報をお年寄りたちが

持っているのか、そういったことを地図に落としたりして見えるようにして、集落の人で共有しながら、次にす

ることを考える機会をつくり始めています。

　トキの生息環境を整えたいという地区もあります。2010 年頃、佐渡からトキが飛来しました。その地区に、

熱烈なファンが生まれまして、その人が引っ張って活動が進んでいます。ただトキっていうことだけにこだわって、

おトキさまになっては困るので、あくまでトキは地域の生物多様性の豊かさを象徴する種類の一つという位置

付けで活動を続けています。地元の地域づくり団体だったり、近くにある NPO、里山里海保全に取り組んで

いる NPO などと一緒に相談しながら活動をしています。環境整備だけではなかなか続かないので、田んぼで

できたお米を高く売ろうという取り組みも始めていいます。

　石川県のほうでは、トキの放鳥を目指した取り組みが進んでいます。モデル地区を設定しています。モデル

地区での活動を紹介します。

　たとえば魚道を付けてトキが生息しやすい田んぼにする。餌であるドジョウが増えるような環境づくりをやっ

ています。その結果を調査して確認しています。難しいのは畔に除草剤を使用しないことです。農家さんが嫌がっ

ています。草刈りは誰がするんだと。今までやってきた経緯もあるので頑張るけれども、お米を売って稼ぐよう

な形で還元していかないと、現実問題として続かないと思っています。

　モデル地区での生きもの調査ですが、決まり事を相談しながら決めて、田んぼ 1 枚をこのように調査しましょ

うねっていう形でやっています。水路で定点的に調査をしています。地元の人が続けられるような形で調査をす

ることが大事だと考えています。

　2023 年 5 月 5 日にも珠洲は地震がありました。その後調査したらドジョウはしっかり捕れたんですね。
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2024 年に地震が起きて、最近調査した時はドジョウ 1 匹しか捕れなかったんです。何が理由かっていうのは

分からないのですが、ずっと続けていると何か異常があったとか、そういうことに気付きやすくなると思ってい

ます。そこから次何をしようかと考えるきっかけにもなります。調査は地元の人とやることが大事と思って今も

続けています。

市民参加型の調 査
　こうした市民参加型の調査として、もう一つやっていることがあります。ため池の状況を把握する調査はずっ

とされていませんでした。せめて登記されているため池については調べようと調査を始めています。調査を始め

ると、実は約 3 割ぐらいはたどり着けなかったんです。もう水がない状況が出てきています。管理されている

状態とは、一応草刈りをしているなど、地元の人が来て何か作業をしている形跡があるかどうかをみています。

十分管理されてるため池は半分以下でした。ほったらかしの池が結構増えてきています。そこで生きもの調査

をすると170 種ぐらいは、ため池から見つかっているんです。外来種のアメリカザリガニも新しく生息地が見つ

かったりして、広くやったことの意味もあると確認していますが、継続的に進めていくことに悩んでいます。

　手助けしてくれる NPO もあり、人手が欲しい時に活躍してもらっています。NPO があるおかげで調査もで

きますし、保全活動という形でキノコ栽培だったりもしていますし、地引き網を作って定期的に海のほうの調査

もしようとしています。こういう NPO があるのは非常に助かっています。

能登半島地 震と能登半島豪雨
　海岸が隆起しています。現地に行くとかなりひどいことがすぐ分かります。漁港に水が全くなかったりしてい

ます。

　ため池でも地割れが入ってます。改修が必要ですが、たくさんのため池が同じような状況なので順番待ちが

あり、すぐには進んでいかない状況になってます。豪雨の後、ため池の堤のてっぺんすれすれまで水が来てま

した。越水して堤がえぐられたところもあります。対策をどうするかってなると、工事が間に合ってないという

現状があります。

　取水、あとは用水の被害ですね。地面が動くとパイプラインは弱いです。すぐに分断されます。大規模な

構造整備をしているところは、ほとんどがパイプラインだけになってます。地震が起きて分断されると、すぐに

水が来なくなります。結構深刻です。ある地域では 80 カ所以上分断されてるのが見つかりました。確認する

作業がとても大変です。元から栓を開けて、最初に吹き出したところを止めて、それでまた栓を開けて、また

次吹き出したところを探すという、そういう地道な作業をずっとやって修理していく必要があります。かなり手

間がかかります。

　豪雨の後の田んぼですが、田んぼだと分からないような状況ですね。ここは子どもたちが毎年生き物観察

に来てた田んぼなんです。もう木と土砂で埋まってしまって、来年どうしようっていうところです。川が氾濫した

ところはもうほとんど一面こういう状況です。収穫目前だったんですけど、災害が起きてもう稲ごと埋まってしまっ

たところもあります。なかなか土砂の撤去も難しい、すぐには進まなくてこういう状況になってます。

　海のほうは地形が変わったりして地震では、素潜りする人なんかは潜ったところが昔と違うという話をされた

りして、漁場が全然変わってしまったという話があります。豪雨の被害はないのかというと、実は川からどんど
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ん土砂が出ています。珠洲では冬場は海草がたくさん採れるのですが、やはり泥をかぶって商品にならないと

いうことで困ってるという話も聞いてます。いろいろな種類の海草をいろいろな食べ方をする文化があるのです

が、人が流出していて、きちんと継承できるのか、今心配され始めています。

　たくましい農家さんなんかは、工事を待つんじゃなくて自分で何とかしようっていうことで、水を引いた農家

さんもいます。なぜこれができたかというと、ため池と昔使ってた用水路が残っていたからです。この 2 つが

なかったらできなかった話です。ため池にも水が残ってて、この用水に水が来るようにさえすれば、あとは工

夫すればパイプで田んぼに水が引ける。これを自分たちで工事してやってしまう、そういうたくましさが能登の

人にはあるとすごく感じました。でも、整備してパイプラインがあるところは、なかなかこういうことはできないっ

ていう状況になってます。

まとめ
　今後に向けてですが、大きい災害ですぐに復旧とか復興はできないということは、みなさん分かっている状

況です。今しかできないこともやはりあるので、それにも注目をする必要があると思います。

　一方で、今まで取り組んできたことをやめていいのかっていうと、続けることは非常に大事で、人が少なくなっ

ても何とか、どうにか続けることができれば、それが発展して国の取り組みになっていく可能性があるなと思っ

ています。そうやって続けたりしていくと新しい考えが入ってきたりします。外から来た人はこんなこともできる

んじゃない、こんなふうにしたらどうって言ってもらえるんですね。やめて何も諦めてしないと、そういうつなが

りってなかなか生まれないなと思ってます。

　災害が起きるとやはりみんな下を向いて、もう何もできないって最初はなります。それをずっと思ってても仕

方がないので、何とか復旧とか復興を考えるのですが、その時にやはり新しい取り組みも入れるチャンスじゃ

ないかなと思っています。今までのやり方だと、なかなか新しいことに踏み切れなかったんですけども、何か

やらないといけない、地域を残すためには何か次、手を打たないといけないっていう時には、やはりちょっと

新しいことも検討する必要がある、検討できる余地があるんじゃないかと思っています。

2. 対話

A さん：石川県庁の縦割りによって、いろいろな情報が県民のところに届いてないという気がします。県

民目線でやっていただきたいです。

B さん：このカフェは楽しみに時々参加させていただいています。宇都宮先生のお話、とても素晴らしく

と興味深く聞かせてもらいました。地域の方が積極的に参加する姿勢に少し驚きました。地道な活動が

進んでいると思うのですが、もっと大きな力を手にされるにはどうしたらいいんでしょうか。たとえば、お

金を呼び込む、経済活動を呼び込むような努力をまだまだしていかなきゃいけないんじゃないかなと感じま

した。どうお考えか聞かせていただけたらと思います。

27



宇都宮さん：ありがとうございます。経済活動をしていかないとどうしても人が離れやすくなるのは事実だ

と思ってます。

　ただ、一方で能登の人の気質として、お金もうけをし過ぎることは悪であるという感じも実はあります。

助け合いながら一緒にやることは、非常に大事なところです。そこを外してお金もうけの話をしてしまうのは、

人のつながりがちょっと危うくなるなと感じています。できれば経済活動、大きい活動になっていけばいい

と思いますが、その土台になる部分を壊さないようにしないといけない難しさも同時にあります。したがっ

て、PR してお金がどんどん入ってくればマルっていうわけではないというのが正直なところです。

　そういう意味でも、やっぱりいろんな人に声をかけて、時間はかかるし、最初は小さい活動が多いん

のですが、そういうところを地道にやっていくことが、特にこういう災害の後では大事と感じています。

B さん：ふるさと納税の返礼品としてのお米のブランド化とか、とってもいいアイデアだと思いました。さ

らなる発展を祈っております。ありがとうございました。

宇都宮さん：ありがとうございます。ぜひ、興味があればふるさと納税の珠洲市のところをのぞいてみて

ください。

C さん：元里山里海マイスターです。大変な貴重なご講演、ありがとうございました。

　ドジョウの養殖がトキを絡めた話になりますが、トキに食べさせるだけではなくて、人間が食べるのも

いいと思います。ただ、それで一もうけやるよとなると、今の話もあったようになかなか難しい。やっぱり

分かち合うっていう形、観光へ持っていくとか、いろんな形で人がつながれるような、一つの資源を分か

ち合えるような環境づくりはどんなものかと思ったのが一つです。

　それから、芸術といった文化的なものをこれから広めてこうという観点を持っていましたが、今はネット

ワーク時代ですから、大きな回線を通すぐらいでないと、発信力は落ちてしまうと思います。

　もう一つ、能登空港をどのように使っていくかもありますよね。穴水と能登空港をつなげるぐらいの勢い

があってもいいと思います。そういうとこまでしないといけないかなと思っています。どうでしょうか。

宇都宮さん：ドジョウの話は養殖をしているわけではありません。自然に増える環境をつくっていまする。

ドジョウさえ増えればいい、それをトキが食べさえすればいいではなくて、ドジョウを含めて田んぼを利用

する生きものが増えていく取り組みをしています。もちろん増えたらドジョウを食べようねっていう話はして

ましたし、タニシもたくさんいるのでタニシも食べる文化は残ってたらしいので、そういうのもやろうねって

言っていました。

　発信力については珠洲だけではなく、能登全体で少し課題かなと思っています。珠洲でも個別でやっ
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てる人は結構いらっしゃるんですよね。でも人が限られている。だから、ここにアプローチすればいろん

な情報があるのが分かるものを整備するだけでもだいぶ変わるのとは思っています。

　インフラについては必要だと思います。インターネットにしろ何にしろ、田舎のほうに整備してほしいと

思ってはいます。

　もう一つ、付け加えさせてもらいます。田んぼの話もしましたが、今の先端のインフラだけを考えるの

ではなくて、今までどのように維持してきたかというところも見直して、必要なものは残していく。どれか 1

つにすると、やはり災害の時に非常に弱いというのは実感しました。この転移ついては少し工夫する余地

があると思っています。

菊地：今日のお話だとため池は地域のインフラですよね。それがいろんな形で放棄されたり、手入れが

行き届かなくなってしまいました。地震で被害を受けましたが、今日の宇都宮さんのお話の中で、ため池

をうまく活用しながら田んぼに水を入れることができる取り組みは、パイプラインみたいな近代的なイン

フラが軒並みやられた中で、古くからあるインフラが逆に役に立ったという例もあるということだと思いま

す。このことから、選択肢をいろいろ持つことが大事だと学びました。古くなったものが全て駄目ではなく、

長く続いたものは何らかの残る理由というのもあると思います。そういうものを活かしながら現代的な技

術も使う。ハイブリッドみたいなのを考えたというのが今のお話でしょうか。

宇都宮さん：まさにそのとおりだと思います。

B さん：ロマンがありますよね。昔の技術も使うし、今のやつも使うっていうのもロマンチックなことです

んでね。

菊地：なかなか楽しくないとモチベーションが続かないので、何かそういう発見したりとか、いろいろな

ものを創造するという話でしょうか。

B さん：ドジョウの養殖は、商業的にやろうと思ったら難しい。ドジョウが増える場所をつくっていきか、

自然と人間とトキが共生できる環境が生まれると思います。

C さん：ちょっと楽しくない話です。私は能登の山がずたずた、がたがたになっていると思います。能登

には 70 基の風力発電があります。本来は回っていましたが、今は 60 基がストップしたままになってるん
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です、この1 年間で。修復しようと山へ上がるにも山道が寸断されてたりしてもう上がれないんだろうなと。

よく見ると崖崩れがあちこち起きたりしますよね。

宇都宮さん：はい、おっしゃるとおりです。どこに損傷があって、それを直すのにどれぐらいかかりそう

かという査定がようやく終わりそうな状況です。これからなのかなというところです。遅れてると思います。

風力発電も、止まったままのものが目につくのは事実ですね。

C さん：山道ががたがたで上がれないんで、トラックも上がれない、軽トラも上がれないんで修復できな

いんですよね。

宇都宮さん：その最たるものがごみ処理場です。処分場はどうしても山の中が多いのですが、半年以上

はごみの回収がなかったんですよね。道が直らないと運べないから回収できないという話で止まっていた

部分もあります。道の問題はまだまだこれからだと思います。

C さん：ため池なんかも、上流のほうで山が崩れたりすると、水がため池に流れてこないっていうケース

もいろいろ出てきてるんですね。

D さん：9 月の豪雨で流木がたくさん出てるでしょう。ものすごい被害が出ていますが、自然の被害と、

それから道のつくり方も乱暴で、そこが水の通り道になったとか。それから、山で間伐して、そのままほっ

たらかしにして、それが川に入ったんじゃないかとか。自然災害と言いますが、そういう山の使い方の問

題もあると思います。地元の森林組合の方とか、土砂が出る道についても地域の方はよく知ってると思い

ます。

　特別な豪雨と、山を何か上手に管理してなかったことがミックスになってて、それが区別されずにいろ

いろ報道がされてると思うんです。宇都宮さん一人ではできないですが、ぜひその辺りも調べていただいて、

情報を整理してほしいと思っています。

宇都宮さん：その通りだと思います。今のところは区別せずに災害という一言で片付けている部分はある

ので、今後きちんと調べていく必要があるでしょう。山の手入れをどうするかっていうことにかかわってく

ると思いますので、情報を集めたりして調べてみたいと思います。
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E さん： 定年退職していますが、金沢で林業の仕事をしていて、山の手入れやりたいなと思っています。

おおむね補助金事業になるのですが、木を切る、間伐して切った木をどうするか。そのまま材にできるん

なら頑張って出荷しますが、山に残す場合はきれいに切りそろえて置いておく。地面に接地さして、でき

るだけ早く腐食さして土に返すという努力はすることになってはいます。ただ十分な事業費が賄えないんで、

結構雑な仕事をしてたなっていうのがあります。

　能登の場合は特に林業、農業と並んで今後もやっていかざるを得ないんじゃないですかね。林業従事

者が少し潤うような努力もしていただけたらいいかななんて思いました。

F さん：金 沢でちっちゃな林 業、 自伐型林 業という作 業手法で林 業をしている一 般 社団法 人

RainbowForest 金澤の内部理事をしております。

　私は、珠洲にたまたま友達が多かったので、ヘルプの要請がすぐに入ってきて、1 月の頭からずっと

珠洲にいました。1 年間たって落ち着いて、自分の専門分野である林業で今後能登で何かお手伝いがで

きればっていうことで、緑の募金の助成金を獲得できました。3 月から 6 月に 23 日間の研修を開催いた

します。応募が SNS だけで発信したら 60 件ぐらいシェアいただきまして、結構県外からも応募が来て、

もう定員オーバーの状態なんです。しっかりと林業従事者を育てたいっていうことで、10 名に限定して開

催します。森林組合さんのほうから、現場の人が今は半分ぐらいに減っているということを聞いているん

ですね。

　金沢では森林組合はすごく満遍なくやってくれていますが、能登はもうほとんどが山ですよね。その中

でさらに奥能登となると、2 次避難で行かれた方も帰ってくるか分からない状況の中で、地域に残ってる

人が自分たちで地域の山をやっていく。そういう人が増えていくのが一番将来的にいいんじゃないかと思っ

ています。私もいろいろお手伝いをさせていただければと思っております。また何か今回一緒にご協力す

ることがあればとずっと思ってました。

　震災前に実際珠洲において、能登全体でも、自伐林家さん、自分の山を自分で施業する人がどのぐ

らいいたのか。かなりの高齢化で、もうどんどんやめていく人たちがここ数年、5 年、10 年でかなり増え

たと思います。ほんとに今世代交代をしなければいけないなと思っております。自伐型林業は山を持って

ないけれども山主さんの気持ちを酌んで地域の山に根付いてやらせてもらうっていうやり方なんですけれ

ども。特に特徴的なのが、環境に極力負荷を与えない小さい道づくりで小型重機だけで少人数でやるっ

ていう環境保全型の持続可能な林業ともいわれているんですね。

　今、激化している気候変動のことも考えると、やはり、いつ、どこで局地的なゲリラ豪雨があるか、ほ

んとにどこでも起きますよね。それがあった時に予想外なんて言えない時代に入ってきたんですよ。もうど

こでも必ず起きる、毎年っていう意識で、やっぱり山っていうのはほんと源であり、大地の基本と言いま

すか、やっぱり山をしっかりと、そういうことも災害防止、そういったことも含めて山に立つ人は意識をし

ていかなくちゃいけないんじゃないかっていうことで、私は山守りを増やしていきたいです。

　里海里山といっても、なかなか林業のことはあんまり出てこないんですよね。やっている人も少ないこと

もありますし、農業のように気軽に始められない、危険性がすごいいっぱいあるし、お金も資機材もすご
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いかかります。なので、ぜひぜひ一緒に能登の里山を、山から、林業から一緒に協力して盛り上げてい

けたらと思っております。よろしくお願いします。

菊地： 山の話は重要ですね。宇都宮さんのお話にもありましたが、能登には高い山はないですが、小さ

い山が多く流域もとても小さいです。小さい流域に大雨が降ると、水をためておく場がないので、もう一

気に来るわけですね。昨年 11 月下旬、大学院生と一緒に能登半島を少しだけ回りました。幹線道路は

かなり良くなっていましたが、少し小さな道の入ると荒れ放題の道で、ちょっと怖い感じがするほどでした。

水害被害の現場を能登町の人に案内してもらいました。ものすごくひどい。小さな川なのですが、流木が

たくさん流れ着いていました。山が荒れていることが、被害を大きくした一つ大きな要因だと、現地の人

もおっしゃっていました。やはり山をどうするかということは非常に重要なテーマだと思います。担い手が

いないことが大きな問題だと思いますが、自伐型林業も人気はありますよね。山に逆何か可能性を感じる

方もたくさんいるとも感じます。

G さん：金沢大学さんのバイオマス・グリーンイノベーションセンターというところで木材を化学変換して

高付加価値化させる研究開発を専門にしています。将来的には高付加価値化させた木材が地産地消の

技術とかに役に立てればいいなと思っています。

　一番最初のディスカッションで、能登の人は金もうけが悪だと思われてるところにちょっと衝撃を受けま

した。ビジネスに携わる者として、どういった心理から金もうけは悪いと考えられてるのか、教えてください。

宇都宮さん：何か一人だけもうけとるっていうのが、意識としては良くないような感じです。

G さん：村の団結感みたいなものを崩してしまうという意味ですか。

宇都宮さん：それもありますが、他の周りの人の協力もあってできてるはずなのに、あいつだけもうけとる

とか。そういう見え方をすると非常にまずいという感じです。やはり情報も共有して一緒にやってる人に一

緒にやって仲間ですよっていう感じでやったほうがあつれきを生まないと思います。

G さん：では、みんなでもうけるっていうことが。
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宇都宮さん：そうですね、みんなでもうけることはありかもしれないです。誰かやりたい人がぱっと手を

挙げて、自分だけやってってなると、あんまりいい目では見られないっていうのがありますね。

G さん：そういう観点でいうと、私は里山に住んだことがないのですが、里山に住んでいる方の幸せとか、

モチベーションは何なんかなと思っています。今のことを逆説的にいうと、人のつながりがモチベーション

になっているのかなとも思いましたが、いかがでしょうか。

宇都宮さん：難しいですね。あまり狭い世界になり過ぎるとお互いやっていることが見え過ぎることもあっ

て、あいつはあんなことをしとるとか、すぐ見えてしまうんですよね。なので人のつながりはもちろん大事

にしたくてモチベーションにつながることはありますが、それが全てではないというか、かえって逆に非常

に足を引っ張られることもあることも事実だと思います。

G さん：里山に住んでる方の幸せって、1 つ、2 つに言うと何なんでしょう。そこがすごく気になってると

ころです。

宇都宮さん：私もずっと生まれ育ったわけではないので恐らくですけど、私が見てる限りでは、たぶん仲

間になっている、みんなと住み続けられるっていうのが 1 つと、生活にそれでも困らない、最低限はちゃ

んとあるっていうのがもう１つです。

G さん：自給自足、自分で暮らせる分のものを作れるところがモチベーションになってる？

宇都宮さん：たぶんあんまり意識はされてないかもしれないですが、お互い物々交換とかも結構頻繁に

されるので、お互い足りないものを渡して、お金は全く発生しない、そういう社会もまだ残っていいます。

そういう関係性がやっぱり非常に大事だと思います。

G さん：やっぱり人のつながりっていうことになるわけですね。

宇都宮さん：仲間としての人のつながりっていうのは大きいと思います。
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A さん：生まれは羽咋市の鹿島路町です。小学校の音楽室にはトキの剥製がありました。町の自慢なん

ですけど。トキの放鳥についてお尋ねしたいです。

　トキを放鳥しようっていう時に、イベントでは済まない事象だと思っています。素人ながらに考えると、

トキが飛んでいっちゃうと糸の切れたたこみたいになっちゃって、もうどうしようもないというか、何か発

信機でも付けて何かするのかどうかわかりませんが、手順とか技術的にどんなものでしょうか。

宇都宮さん：放すセレモニーはやると思いますが、放した後については、トキは自分の好きなところへ行

くと思うんです。ただ、一方で飛んで行って、どこも行くあてがなくなって死んでしまうような環境は避け

たほうがいい、避けるべきです。私の事例で紹介したような住みやすい環境づくりをもっともっと力を入

れて石川県のほうでやっていって広げていくっていう必要があると思ってます。

菊地：セレモニーはだいたいやります。箱から放鳥するやり方です。もう一つは、定着させるために田ん

ぼの中にケージを作って、数カ月飼育して、ここは自分の居場所だと認知させて放鳥する方法もあります。

結局、どこに飛んで行くかは分からないです。餌があるとか、ねぐらがあるとか、好みの環境がありますし、

鳥なりの行動原理があるので、人間の暮らしと一致させながら進めていくことが重要だと思います。

　少し無責任な言い方かもしれませんが、実際やってみないと行動は読めないところがあります。だから、

今日の話のように確認や修正をいかにできるかが重要です。順応的に進めていくことです。時の行動を

調査をして、どこを修正したら能登に定着してくれるかを考えていく。

A さん：トキの放鳥みたいな看板が付いてたりして、ムードの盛り上げはいいことだと思いますが、いろ

いろな情報を公開しながら頑張っていただきたいと思います。

H さん：私も能登の農家の現場現状はまだ把握してません。今トキの話が出ましたが、全て命は環境だ

と思ってます。今、国はみどりの戦略を打ち出しています。能登の方は何割ぐらいそれを認識して取り組

んでいる、だいたいのパーセント、もし知っておいでたら教えてほしい。

宇都宮さん：非常に難しい質問ですね。トキに関してもそうですが少ないです。肌感覚だけでいうと、い

いところ 2 割かなっていう感じはしています。

H さん：国のほうで、県のほうでそういった推進をしながら、貴重な取り組みだと大賛成です。ちゃんと
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保護して増やしていく、そういった貴重な鳥の生態というかね。それに関しては、やはり全て環境が全て

結果を表すと思います。国のみどりの戦略 2030 年、50 年までは半分有機農法に切り替えることになっ

ています。全国的に学校給食のほうにというような話も広がりつつある中で、まず地域の人たちがそのこ

とをどれだけ共有して、社会を、思いを広げていくっていう、ここが一番の今社会の課題になってるんじゃ

ないかなと。

菊地：非常に大きな問題提起ですが、時間が来てしまいました。ありがとうございました。

石川県立図書館さんに関連する本を集めていただ

きました。

いつもありがとうございます。
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大変満足
44.4%

満足
50.0%

満足度

どちらともいえない
5.6%

あまり満足ではない 0%

満足ではない 0%

満足度にかんする自由記述

	 素晴らしいプレゼンでした。石川県の里山里海振興部からの告知も有益でした。

	 貴重な意見を頂きました。

	 深かったです。対話の時間がシゲキ的でした。

	 ヨソ者、若者、バカ者が地域を変えるという松山出身の宇都宮さんの問題提起に共感した！

	 里山里海の保全のために珠洲市が行っていること（ドジョウ、ため池など）が、自分にとって意外性のあるものば
かりであり、新たな学びになったから。

	 今回、なかなか鋭い質問も多かった中で、きちんと情報、意見をまとめて回答されていたのが好印象でした。
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大きく変わった
10.5%

変わった
52.6%

どちらともいえない
26.3%

あまり変わらない
10.5%

変わらない 0%

考え方の
変化

考え方の変化にかんする自由記述

	 珠洲市でおらっちゃの里山里海の実際の活動の一部を知ることができて興味深かったです。県庁からの告知と同
様、一般市民に向けてもっと情報が得やすくなればもっと良いのにと思いました。

	 珠洲市の取組の熱量を感じました。里山の保持など、もっともっと後回しになっているのだと想像していました。

	 変わる前に知識が全くなかったので、今回少しでも知ることが出来て良かったと思う。

	 のとの里山里海をPRしようと思おう時、何を打ち出してよいか、はっきりわからない。

	 トキ放鳥に関して、県庁生活環境課、自然環境課、トキ共生推進室と農林水産部、里山振興室との連携に不安
感じる。機構改革必要ではないか。

	 例えば、農業遺産としての指定の意味を押さえていく必要を感じました。

	 何故里山里海のある能登に移住するかという質問は面白かった。

	 人が手を加えることは自然にとっても良いことが多くなるだろうと思っていたが、田んぼの整備による生物多様性の
低下のように良くない面もあることに気づいたから。

	 おおむね認識していた通りであったが、なぜ保全しなければいけないのか？私達の生活や文化との関わりを改めて
考えさせられた。

	 故郷の話だったから。
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思う
84.2%

わからない
15.8%

思わない 0%

今後の
参加意向

全体としての感想

	 最後の方など、ビジネスや人間関係などリアルな感想が聞けて非常に興味深かったです。学生さんが発言できる
時間があったらいいかもと思いました。

	 知らない部分がたくさんあり、これからも継続して参加させていただきます。

	 手元にスライド資料等があれば見返せて良いと思う。

	 現状がわかりました。

	 自分にできることを考えていきたいと思いました。

	 県庁のX	もっといしかわや馳浩のXを活用して、世界農業遺産や珠洲のマツタケ、トキの放鳥などの情報をこま
めに繰り返し発信してほしい。

	 活性化フォーラム化しているのでは？

	 おもしろかった。

	 久しぶりに参加させていただいたが、異なる境遇の多くの人が対話をすることで多様な観点で問題をとらえ、考え、
深めあう機会になり、自分にはない考えを取り組むことができた。

	 配慮が欠けた質問や意見が少し多かったように感じた。暗い話題になりやすいからこそ、冒頭のルールを強調す
ることが必要だと思います。また、人が話している中でも他で話をしている人が見られた。小声なら気にならないが、
質問や回答の内容が聞こえなかったこともあったので改善を強く望みます。

	 ①宇都宮さんの地道な活動が伝わりました！長期的な復旧を願います。②能登、珠洲の方の幸せが何かをよく観
察されていると思いました。③菊地先生　補助的なフォローなどわかりやすかったです。みなさん、すごかったです。
ありがとうございます。

	 年配者の方々の質問内容が、少々意味不明だった。県や国への文句にしか思えなかった。的外れすぎる。

	 珠洲に住んでいる宇都宮さんのお話が聞けてよかったです。自給自足が成り立つ所がまだあるということが、私は
嬉しいです。

	 農地集約が、農地に関わる人を減らし、“里山 ”の関係人口を減らしていること、気づかされました。
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のと里山里海カフェ

VOL.3

1. 話題提供

　話題提供者である豊田光世さんは、佐

渡島在住の環境哲学や合意形成学、子ど

もの哲学を専門とする研究者です。学生時

代から佐渡島に通い、佐渡めぐりトキ移動

談義所や佐渡島加茂湖水系再生研究所な

どの運営など実践的な取り組みから、多様

な人びとが共に創るプロセスの設計を進め

てきました。

　豊田さんを招き、「地域の未来を描く−

佐渡と能登の交流を通して」というタイト

ルでお話ししていただきました。豊田さん

からは、珠洲市における里山里海の現状、里山里海を活用しながら保全していく取り組み、市民参加型の調査、

地震と豪雨災害の現状と地域の知恵などについて話題提供していただきました。

　以下、豊田さんの話題提供の要約です。

2025 年 2 月 26 日（水）18:30 〜 20:40

石川県立図書館研修室

豊田 光世さん（新潟大学佐渡自然共生科学センター）

地域の未来を描く−佐渡と能登の交流を通して

23 名
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自己紹介
　菊地さんのサイエンスカフェを引き受けたのですが、イベントのタイトルが「のと里山里海カフェ」。自分が

何もできてないことへの反省のような感じになってしまうと思います。ただ、能登は佐渡にとってとてもつながり

が深く大切な地域です。

　私は、環境哲学、合意形成学とか、子どもの哲学を専門にしています。社会にはいろいろな人がいますよね。

共感できることもあれば、少し理解しかねる意見もあると思います。それが社会のありのままの姿であると思

います。社会の中で、地域のなかで何かを成し遂げようとしたとき、考え方の違いを逆に力に変えて一緒に意

思決定をしていく。何かをつくっていく。地域の重要な課題について、いろいろな人たちと話し合って意思決

定を行っていくプロセスをデザインすることをしています。多様な声を力に変えていける社会になっていきたいと

思っています。

　
コミュニティ・デザイン

　私の研究フィールドは新潟県の佐渡市です。佐渡島に、新潟大学の佐渡自然共生科学センターという研究

所があります。2019 年 4 月にスタートし、2020 年 1 月から「コミュニティデザイン室」が設置されました。目

指しているのは、大学のさまざまな知見を活かして地域の課題を解決していくことです。地域に専門家が入って、

何か専門的な知識があれば地域の課題が解決されるかというと、そういうわけではないんです。いろいろな立

場の人たちが、一緒に議論しながら取り組んでいくことが必要です。つながるしくみを構築し、学びの場も創り、

そして課題へ挑戦していく。地域の人たちが自分たちで地域を前に進めていくことができるという「コミュニティエ

ンパワーメント」。こうした主体的な力が高まっていく地域づくりのプロセスをデザインすることをしています。

　私の研究の風景は、みんなで話し合うというものです。トキが最近増えてきて、改めてトキとの共生につい

て考えましょうといった話し合いや、海の保全とか集落の活性化について話し合ったりします。小学生から 90

代の方まで一緒になって話をすることもあります。

　ただ、話し合いだけで終わったら、地域はなかなかよくならないんです。話し合った結果や出てきたアイデ

アを形にしていくことをしています。地域の人たちと一緒にさまざまな団体を立ち上げてきました。たとえば加

茂湖という汽水湖の保全であったり、防災とか福祉、子育てなど、いろいろな地域課題にチャレンジしていく、

その伴走支援をしています。

　
佐 渡と能登は姉 妹のような地 域

　今日のテーマである佐渡と能登。奥能登は大体 1周 300 キロ。佐渡島1周 280 キロ。面積は奥能登が 1,130

㎢で、佐渡島は 856㎢。人口も奥能登は約 5 万人、佐渡島は 4.8 万人。奥能登と佐渡は大体同じようなサ

イズ感といえばいいのでしょうか。大きな違いとしては、佐渡には広い平野が真ん中にあるのに対して、能登

は山が中心で広い平野がないことです。ただ、すごく風景も似ていると思います。能登を走っていると佐渡を走っ

ているのと同じような感覚、錯覚を受けます。姉妹のような 2 つの地域と思っています。

トキ
　実際共通することが多くあります。一つはトキです。能登は本州最後のトキの生息地。佐渡は日本最後のト
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キの生息地でした。トキはかつて日本のさまざまな地域で普通に見ることができた鳥でした。明治時代に入っ

て鳥獣保護の規制が解かれていくと乱獲されるようになってしまいました。1908 年、トキは保護鳥に指定され

ています。1934 年に天然記念物に指定されています。1938 年の調査報告書のなかで、佐渡に 20 から 30 羽、

能登に 5 羽から10 羽生息していると記録されています。佐渡と能登、この二つの地域にトキが残ったというこ

とですね。地域の人たちが動き始めました。能登では「羽咋トキ保護会」が結成され、佐渡では「佐渡朱鷺（と

き）愛護会」が結成されました。お互い交流をしながら、市民レベルのトキの保護が進んでいたのです。

　1970 年、能登にとっては大きな転換点だったと思います。最後に残った 1 羽のトキ、能里（のり）を佐渡に

移送して、佐渡のトキとペアリングを試みました。ただ、次の年に亡くなってしまいました。その後、なかなか

日本のトキを保護していく、増やしていく取り組みがうまくいきませんでした。現在、佐渡にいるトキは中国か

ら借り入れたトキから生まれてきた子孫です。

　佐渡の最後のトキが「キン」です。2003 年、キンが死んでしまい、日本生まれのトキはすべて亡くなってし

まいました。ただ、キンが死ぬ直前、飼育下でのトキのペアリングが成果を生み出すようになり、飼育下で繁

殖したトキを野外に放鳥するビジョンが出てきます。そして 2008 年に放鳥されました。2026 年、能登でトキ

を放鳥することが実現しそうですね。トキ一つとっても、ずっと佐渡と能登はつながり合っていた地域だと思い

ます。

　佐渡市が作った『佐渡島環境大全』に出ている図です。佐渡、能登でトキがどの辺りに分布していたのかを

示す地図です。佐渡も能登も、比較的山がちの場所が最後の生息地でした。トキの放鳥を検討し始めたとき、

専門家は「トキは山の中に生息をする鳥である。田んぼで餌を取るが、山際の田んぼを行ったり来たりしなが

ら生息するだろう。そのための環境整備が必要だ」という考え方でした。

　ただ、実際に放鳥してみると違っていました。山以外の部分、いろいろな場所に生息している状況になって

います。最初、10 羽放鳥しました。メス 4 羽が島外に飛んで行きました。また帰ってきました。大きなスケー

ルで生息している鳥だということが分かりました。私の家の中からトキが飛んでいる姿が見えますし、毎朝職

場に行く時もトキと出会います。トキがいる風景が日常になり、定着していると感じています。

　では、能登で放鳥した場合、どうなっていくのでしょうか。ある特定の地域に定着するというよりは、広く考

えていくことが必要だと思います。石川県では能登半島全域でモデル地区をつくり、環境保全型農業の推進な

どをしていると聞いています。面的な広がりが、とても大切だと思います。ただ、佐渡と能登には大きな違い

があります。佐渡は 1 つの自治体、能登は複数の自治体から成り立っているということです。話し合いをするに

も、何か制度設計をするにも、ハードルは違うと思います。佐渡の場合には生じなかったような自治体間の問題、

連携、そうしたことが必要になってきます。少し難しいかもしれませんが、全域で取り組まれていることは、と

ても素晴らしいと思います。

世界農 業 遺 産
　佐渡は、トキの放鳥と定着が一つきっかけになり、世界農業遺産に認定されました。2011 年、日本で初め

て能登と一緒に認定されました。もうどこまでも佐渡と能登は一緒という感じがしますね。フォーラムを共同開

催したり、子どもたちの交流も続けています。

　佐渡は「トキと共生する佐渡の里山」、能登は「能登の里山里海」。海も含めての認定は、すごくうらやまし
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いです。佐渡は農業にフォーカスが当たっていますが、実際は佐渡の海はとても大切な場所であり、生業があ

ります。能登は、私たちにとっていいモデルになっています。

　では、世界農業遺産になってどう地域が変わるのか。なかなか難しいですが、やはり次世代の育成というこ

とで、能登の人たちや国連大学の人たちと「里山未来ユースサミット」を企画しました。佐渡と能登の高校生

が一緒になって、他の地域の事例を学びながら自分たちの世界農業遺産の特徴を再認識したり、意見交換を

通して共通の課題について考えていきました。自分たちの地域のなかだけで閉じた議論をしていると、自分た

ちのことも見えないし他のことも分からない。外に出て他の地域の方たちと交流していくことが重要だと思いま

す。ただ認定から時間がたっていくと、世界農業遺産を授業でも取り上げなくなったりしていることは残念です。

　世界農業遺産を契機にした国際交流。金沢大学と新潟大学とフィリピンのイフガオ州立大学。イフガオも

世界農業遺産認定地です。こうした地域がつながって、定期的に勉強会をしていました。またこういう場はつくっ

ていきたいです。

　
能登半島地 震

　能登半島地震が起きたとき、私は佐渡にいました。とても大きな横揺れだったので、ここが震源地じゃなく、

どこか遠くで大きな地震が起きたと感じました。急いでテレビをつけ、能登の様子を見たとき、やはり佐渡と

能登はつながっていることを再認識しました。姉妹のような存在の能登が大変な状況のなかで、これから私た

ちどうなっていくんだろう。大きな不安もありました。ずっと共に歩んできた能登という地域に対して、私たちは

いったい何ができるのか。もっと考えていきたいと思っていますが、まだうまくできていません。それでも、少

しだけも取り組んできたことを紹介します。

　地震直前の 2023 年 11 月まで、七尾市の田んぼの圃場整備を巡る合意形成的な件で調査に行っていました。

この地震が起きてから七尾には 1 回行かせていただきました。輪島にも行ったんです。すごいことが起きたと

改めて実感しました。

　震災で海が大きな影響を受けて、海女漁ができなくなっていました。そのなかで、未来を見据えて海藻が定

着しやすい海の底を保全活動しようと、海の保全をしている人たちが輪島に行くことになりました。佐渡で一

緒に海の仕事をしているメンバーだったので、「私も連れてってください」「かばん持ちします」ということで一

緒についていきました。

　地震で海岸が隆起しました。4 メートル隆起したところもあります。佐渡島の一番南に小木という地域があ

ります。能登と一番近い所ですね。そこの宿根木という地域は北前船の寄港地だったんですね。かつて小木

地震という地震があり、1 メートルぐらい隆起してしまい、もう港として使えなくなったという説明書きがあります。

それを見たとき、文字面で「隆起により港が使えなくなる」と分かっただけだったと思います。でも、輪島の

風景を見たとき、こういうことなのかと思い知りました。

　私が輪島に行ったのは 2024 年 9 月 30 日から10 月 1日にかけてです。水害の直後で、たくさん土砂崩れ

の跡がありました。私たちを呼んでくれていた方の家がまさに洪水に飲み込まれそうになっている写真を見て、

「これは行っている場合ではない」と思いました。ただ、現地の方から、「いや、むしろ来てほしい」「何が起

きているのか、ちゃんとみんなに見てほしい」といわれました。私が行ったときに見たのは、流れてきた流木

が橋でブロックされて、堆積しているような風景でした。
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　港の再生計画があったのですが、今度は洪水による土砂流入でまたまた埋まってしまった。再生の計画、復

旧計画をもう一回立て直すことになったと伺いました。想像を絶するというか、地球ってこんなに壊れてしまう

んだと思うぐらい、ものすごい威力だと感じました。

里 海の再生
　私が輪島に行くきっかけをつくってくださったのが、この二人の方です。一人は正司正さん。佐渡で潜水会

社をやっている方です。ダイバーさんです。一緒に海の保全活動をやっています。私たちは、カキの養殖をし

ている加茂湖という汽水湖で保全活動をしているのですが、ヨシを植えたり、藻場を再生することをしています。

アマモを海に再生することもしています。

　私が佐渡にかかわり始めた 15 年以上前、減ってきてはいましたが、藻場はまだありました。でも、ほとん

どなくなってしまいました。かつて生えてた場所に移植をしても定着しないんです。全部腐ってしまいます。い

ろいろな専門家のアドバイスももらいながら、10 年以上この再生事業をやってきましたが、なかなかうまくい

きません。それで、今度は正司さんから石川竜子さんに声を掛けてもらいました。

　石川さんは、元々新潟県の職員で、佐渡の海藻の調査などをされていました。新潟県を辞められて環境コ

ンサルとして働いていたのですが、地震が起きる直前に輪島に引っ越しました。輪島海藻ラボを立ち上げて、「海

の保全を海女さんと一緒にやろうと思っているんです」というお話をされていました。そうしたら、この地震があっ

たんですね。それでもやはり輪島の海が好きだし、輪島で漁をしている人たちが大好きということです。佐渡

にも1 〜 2 カ月に 1 回ぐらい足を運んでいただいています。

　このお二人がタッグを組んで、佐渡と能登の海の保全を進めています。今どのように再生事業をしているのか。

正司さんの Facebook の動画を見ていただきたいと思います。

　舳倉島の近くです。カジメという海藻が定着するように作業をしています。多くのさまざまな土砂が残ってい

るところを、このようにタワシでこすりながら、カジメの生息場を再生させていくことを取り組み始めています。

10 月 2 日か 3 日の映像ですが、すごく透明で美しい海ですね。細かい土砂が上に降り積もっているのを磨いて、

海藻が定着しやすいように岩の肌を出しています。佐渡のダイバーさんがアドバイスに行って、一緒に海に潜り

ながら、こういう作業をしています。

海の未 来を語る 　 佐 渡と輪島のダイアローグ
　こうした取り組みがきっかけになって、12 月に「海の未来を語る　佐渡と輪島のダイアローグ」というイベ

ントを企画しました。佐渡の中で起きている海の変化、能登で起きてしまった海の変化。このときは、南三陸

から高校生が来てくれました。南三陸も東日本大震災で非常に大きな被害を受けましたが、今はこのように再

生できているから、絶対大丈夫ですというエールを高校生が送ってくれました。

　先ほど、アマモ場がなかなか再生できないという話をしました。大きな理由の一つは高水温なんですね。ア

マモは 28 度を超えると生息が厳しいです。30 度を超えている時期が 1 週間以上続くことがあります。なか

なか定着しない。あとは、シルト質の土壌、農業濁水の流入とかも影響している可能性があると考えています。

農業濁水は、工夫すればどうにか改善できますが、高水温はなかなか難しいですよね。高水温でも生息可能

な海藻を移植することに切り替えていくしかなくなります。
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　試行錯誤で能登の海をこれから再生していく。海女さんたちの願いとしては、震災前のきれいな海でまた海

女漁をしたいよっていうことと、震災前よりももっといい魚場にしたいということが語られていました。同じ海に

は戻せないけれども、そこでさまざまな生産活動ができて海の恵みを受けられる、そういう海にしたい。5 年

かかるかもしれないし、10 年かかるかもしれない。だけど、その 5 年、10 年が持つかな、いうところにすご

く苦しまれています。このときは、佐渡と能登は海藻文化も似ているけど違うということもありました。ツルモっ

ていう海藻でも、佐渡での加工の仕方と能登での加工の仕方が違うし、調理の仕方も違うことが、この交流

で分かってきました。お互いの海藻料理を食べ比べしようという、そういう交流会を開きました。

　この時に、もう一つ海女さんたちがおっしゃっていたのが、お米が買えないっていうことだったんですね。新

米が出て 1 〜 2 カ月だったのですが、水害でやっと耕作した田んぼも駄目になってしまいました。ほとんど取

れてないのでお米がないと。今まで、スーパーで買うことはなく、縁故米が多かったと思います。スーパーで

も買えないし手に入らないので、すごく困っているとお聞きしました。

　世界農業遺産の姉妹都市として何ができるのか。Facebook で「能登のみなさんに佐渡からお米を送りた

いと思うので、協力してくれませんか」と呼びかけました。また農家さん同士のつながりで声を掛けていただき、

11名の農家さんが計 660キロお米を寄付してくださいました。100人以上海女さんがいるので、一瞬でなくなっ

たそうですが、少しでも貢献ができたのではないかと思います。

これからの交 流
　これからの佐渡と能登の連携を考えていく時、やはりトキはとても大きい存在です。石川県の創造的復興

のリーディングプロジェクトの一つに「トキが舞う能登の実現」があります。トキが暮らせる環境づくりと、ト

キをシンボルとしたブランド化があがっていますが、とても難しいことでもあります。先ほど指摘したように、1

つの自治体で完結する話ではないので広域連携が必要です。広域で環境整備する必要があると思います。

　佐渡には「トキ認証米」というブランド米があります。2008 年にスタートしました。その前年に、農家さん、

JA の関係者のみなさんが兵庫県豊岡市に行き、「コウノトリ育む農法」を学びました。豊岡の場合、有機栽

培に近い形で精鋭たちがやっている農業という感じでした。佐渡の場合、他の事情もあり面的に広げていく必

要があったので、農薬と化学肥料を 5 割減らすという特別栽培米の基準ですすめました。加えて、「生きもの

を育む農法」をすることで「トキ認証米」としました。現在、佐渡の水田面積の 20％が「トキ認証米」になっ

ています。

　今、佐渡の JA は、コシヒカリはすべて「5 割減減」でないと取引しません。つまり、「トキ認証米」でなくても、

すべての佐渡コシヒカリが特別栽培米基準になったのです。こういうことを広域にすすめていくのは難しいのか

もしれませんが、能登は世界農業遺産で連携されてきたので、連携がすすめばとても広い取り組みになり素晴

らしいと思います。

　佐渡の場合、放鳥前は無関心な人も多くいました。佐渡は 10 市町村だったので、トキの保護をずっとやっ

てきた地域は限られています。トキとあまり関係ない地域でワークショップをすると、「え、それって別の国の

話じゃない？」、「いや、もう佐渡市になったんですよ、トキ、どこに飛んでくるか分かりませんよ」といって

も、最初はなかなかピンとこなかったようです。でも、放鳥してみると、トキはいろいろな所に飛んで行くので、

トキ自身が私たちの意識啓発みたいな存在になったと感じています。
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　では、こういう関心をどうやって高めていくのか。トキの保護に頑張ってこられた方のほとんどは、70 代以

上になっています。若手がどのように引き継いでいくのか。能登の場合、七尾高校で環境のことを一生懸命や

られているし、高校生が育っていると感じています。佐渡とは違う状況なのかもしれませんが、人材育成に取

り組んでいけるといいですね。

　急いで戻さなきゃいけない「復旧」と、よりいい地域に向かっていく「復興」のどちらを優先させるのか、

ということはなかなか難しい問題です。不謹慎かもしれないですが、以前、河川工学の先生からいわれたの

は、災害時はよりいい地域をつくる機会にもなり得るということでした。急いで復旧せよというプレッシャーも

ありますが、現在は環境に配慮した防災・減災ということがとても重要な課題になっています。能登がそういう

先進地になっていくといいなと思っています。

　そして、環境と社会と経済の好循環をどのように生み出していけばいいのか。ステークホルダーの連携促進

をどのように図っていくのか。佐渡にとっても課題です。地域のなかでどのような仕組みをつくっていくのか。少

し参考になる話ができたり、一緒にお手伝いができるとありがたいなと思っています。

佐 渡島自然 共 生ラボ
　最後に佐渡で私が実践していることを一つ紹介させていただきます。自然共生とか環境保全が大切だという

ことは、多くの人が分かっていますが、なかなかまちづくりとか産業のなかに浸透していかないとも感じています。

そこで、いろいろなステークホルダーがアイデアを持ち寄って、考えて実践していくしくみをつくれないかと考

えました。2022 年、「佐渡島自然共生ラボ」を立ち上げました。産官学民の共創で自然共生社会の実現を目

指すリビングラボです。いろいろな人がつながる場をつくり、そして知識を集約していく。そういうデータスペー

スをデザインしていく。こういうしくみづくりです。さまざまなアイデアを実験する場ですね。新潟大学と佐渡市、

NTT データという企業の共同研究としてやっています。

佐渡の自然資源をめぐるさまざまな課題に対して、個別最適ではなく全体最適も追求できるよう、業種や分野

を超えて循環型社会の可能性を探究できるしくみを育てていこうと思っています。

　さまざまなアイデアをとにかくやってみる。地域のことを学びながら、新しい技術を学びながら、地域で何

ができるか構想して実践するプロジェクトをたくさん動かしていく。それを通してイノベーションを生み出したり、

人材育成につなげたり、市民参加の政策デザインにつなげていきたいです。

ラボが展開するプロジェクト
　たとえば、先ほど紹介した正司さんたちと「海藻の新たな可能性を探究する」プロジェクトを一緒にやってい

ます。ブルーカーボンとか、養殖をもう一回復興させるために何ができるかとか。

　エシカル生産・消費のプロジェクト。廃棄される野菜や乳製品をうまく加工して、新しい地域の産物をつくっ

ていくことをしています。東京で売らせていただき、佐渡の新しい特産物を生み出していく。それから竹林が

繁茂していてとても大変です。竹をチップ化して道路の舗装材として使ってみる実験もしました。NTT データが

入っているので、衛星写真を使いながら、自然資源の情報を可視化していくプロジェクトも試みています。まだ

パイロット的に実践しており、試行錯誤しながらやっています。

　人をつないだりだとか情報集約したりといった機能を果たさないとプラットフォーマーにはなれません。そこ
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の部分を強化していくことを考えて、最近、「自然共生のみらい会議」という取り組みをおこないました。

　
自然 共 生のみらい会議

　佐渡で行われている自然共生にかかわるプロジェクトをしている人たちが、自分の取り組みを紹介し合うイ

ベントです。1 分プレゼンをしました。「目指せ 50」で募集したところ、ぴったり 50 集まりました。佐渡には、

いろいろな人がいて活動があると思いました。ポスターセッションをしながらまずお互いのことを知って、対話

をする場から、また新しいプロジェクトを生み出したいと思っています。佐渡の取り組みの層の厚さを感じまし

たし、市民と行政と研究者、もう関係なく話をするんです。ヒエラルキーがない感じがとてもよかったです。

　次回、少し変えたいと思っているのは子どもの参加です。一番若くて大学生だったんですね。小学生でも、

ここでこんなことやっているとか、こんなことを実現したいんだ、みたいなことを語れるといいなと思っています。

　研究で佐渡に来ている大学生や大学院生たちが耕作放棄地がすすむとどのように生物相が変わるのかにつ

いて発表しました。ある女性たちは、「耕作放棄地のセイタカアワダチソウを使って入浴剤をつくった」と話し

たんですね。セイタカアワダチソウは外来種だし、排他的に広がっていくので存在してはならない。そういう強

いイメージがあります。もちろん広げてはいけないのですが、活用して何か資源にしていく感覚が、研究者側、

少なくとも大学生たちにはなかったのです。自分たちの研究と、実際に地元の人たちが求めているものとの間

の乖離（かいり）も、すごく感じたといっていました。そのように感じられたことだけでも、開催してよかったと思っ

ています。

　こういうつながりをつくり、そこでアイデアの科学反応が生まれ、社会を変えていく原動力になったらいいな

と思っています。このような共創のしくみを、佐渡で立ち上げ始めているところです。ぜひ広域連携ということで、

能登ともつながり、共創の輪を広げていけたらと思っています。

2. 対話

A さん：佐渡のように、能登でもトキが放鳥されて何十羽も育っていくために、われわれ生活者として、あ

るいは観光客がどういうことに気を付けたり、取り組まなきゃいけないのでしょうか。

豊田さん：保護という意識が強いので、観光資源として活用することは、佐渡はあまりできてないんです。

車から出てはいけないとか、トキを見守るためのルールがあります。しかし、実際にトキがいると車から

出たくなる人もいるし、なかなか難しいです。

　生きものが豊かな地域って、「バッタとかカエルとか、いろんな生きものが豊かな地域がいいよね」っ

て思わないとなかなか難しいかなと思います。どうですか、石川。能登とかだと。

菊地： 「私、こう思います」みたいなのありませんか。
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A さん：能登では白鳥がすごく多いですよね。白鳥を地域の人は、能登の人はどのように扱っておられて

大切にされているのか、よく分からないんですが、トキもそうなってほしいなと思っています。

菊地：ありがとうございます。能登は自然が元々豊かなところですが、今回の地震と水害で特に田んぼが

かなりひどい状況になっています。その影響が非常に心配です。ただ、元々の力は非常にあるので、どの

ような活動をしていけばいいのでしょうか。地域の人がどのようにかかわる、あるいは金沢の人がどのよう

にかかわるのかも、大きなテーマです。みなさん、「こんなことやっていますよ」ということがあれば、ぜ

ひお願いします。

B さん：通勤で七尾に向かって車走らせていると、冬期湛水の田んぼがあります。田んぼに水を張ってそ

こを餌場にする。普通に白鳥がいるんですよ。「おるな、いっぱいおる」と思っています。普通にそういっ

た鳥がいる環境です。第二回のとき、珠洲の先生がドジョウを増やせばいいという話をしました。ただ、

ドジョウありきじゃないと思うんですよ。ドジョウも増える環境であるというのが、一つテーマなのかなと思っ

ています。実際に佐渡では、餌場の確保ってどこまでされていますか。

豊田さん：佐渡が特別なことをしているといえば、そうでもないんです。無農薬は、ほとんどすすんでい

ないです。圃場整備はどんどんすすんでいます。歩いていて生きものが多いなと思うところは管理がしづ

らいので。佐渡市役所の周りは広い水田地帯ですが、圃場整備がされていない昔ながらの田んぼだった

んです。今、かなり大規模な圃場整備をしています。そこに希少種が生息していることも分かっているので、

効率的な農業と環境を両立させることも含めて取り組んでいます。もちろん認証米で田んぼのなかに少し

水路をつくるとか、さまざまな取り組みあります。「ふゆみずたんぼ」もそうです。ただ、大きな環境の変

化があるので、そこをどのように取り組んでいくのか。

　放棄地が増えていることがとても心配です。佐渡では、特に山際では放棄地がものすごい勢いで増え

ています。能登も一緒だと思うのですが。

B さん：一緒です。

菊地：一緒だと思います。おっしゃっていたように、トキは里山里海のシンボル的な存在である。もちろ

ん生態系のシンボルでもあるし、ブランド化するためのシンボルでもある。トキをうまく使って、農業を

未来に継承していくのか。非常に大きな問題だと思います。

　佐渡のトキ認証米は、豊岡よりも少し基準を下げて、多くの農家が参加でき、面的に広げる方針で進
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めてきました。豊岡のコウノトリ育む農法は、基準が高く、関心がある農家さんが参加するというやり方

です。トキとコウノトリ、同じような取り組みなのですが、農業の進め方は違います。能登には能登にあっ

たやり方をつくっていくことが重要だと思います。

　お米がなくて困っている海女さんに、お米を融通した話がありましたが、トキやコウノトリのお米をなる

べく優先して選択するとか、能登のお米をなるべく選んで食べる。消費を通してかかわることもできると思

います。

豊田さん：「トキの認証米」は高く売られるので、普通にコシヒカリを栽培するよりも、認証米を栽培し

たほうが少しもうかる形になっています。ただ、その構図がなかなかうまくいっていないとも思います。「いや、

お米は安いほうがいい」「普通の佐渡コシヒカリもおいしいから、別に認証米じゃなくていいです」と感

じる消費者も多いと思うからです。こういう取り組みを支援する消費者、あるいは流通業者さんが増える

ことが大事ですね。

　佐渡の認証米の 4 割は、認証米じゃなくて佐渡コシヒカリとして出さざるを得ないのです。つまり、付

加価値をつけて売ることができていません。そうすると、農家さんの収入が少なくなる事態が発生してい

ます。能登だったら、金沢という大きな都市がすぐ隣接しているので、そういう消費地として何かできるこ

とは、たくさんあると思っています。

菊地：一回目の「のと里山里海カフェ」の話題提供者の伊藤浩二さんからもそういう話出たと思います。

能登の里山里海はいろいろな資源がありますが、消費地があるからだという話だったと思います。炭も塩

も、消費として広域的につながっているんですよね。マーケットがあるから、里山里海は維持されている

面があります。

　どのようにしたら、能登のトキという「物語」がきちんと消費されるようになるのでしょうか。正当に評

価してもらうために必要なことは何か。私たちがその物語に食べるという形で参加するということは、一つ

の方法であると思います。

C さん：佐渡は一つの自治体で、能登は複数の自治体。菊地さんにも聞きたいのですが、来年の計画

は単にトキを放鳥するだけなのでしょうか。圃場整備、水田の保持、管理。トキの餌場になる環境も含

めての複合的な取り組みをされていると思いますが、能登での放鳥の計画は、そこまで加味した計画なの

でしょうか。

　もう一つ、豊田先生が取り組まれている活動で、NTT データさんも関与されているものがありましたね。

NTT データさんは分析とか情報収集に、とっても力強いパートナーだと思います。企業としての NTT デー

タさんも、「こんなアイデアあるよ」とか、「こうしていこうよ」っていうような提案を積極的にしてくださる

んですか。
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菊地：トキの放鳥について、行政の人から何かいえることはありますか。

D さん：石川県庁の里山振興室です。トキの放鳥にかんしては、環境部のトキ共生室が主に担当してお

ります。里山振興室は、どちらかというと農家。餌場を作るために農家の取り組みを支援したり、トキを

シンボリックに放鳥をした上で地域振興につなげていこうとか。豊田先生からもお話ありましたが、高く

お米を売って農家の所得の確保をしていきたい。農林水産部のほうでそういう施策をしています。

　トキの放鳥についは、もちろん生物多様性が保たれている必要があります。里山でしか暮らせない鳥

ですので。トキも暮らせる里であるということを PR していくときに、とてもいい手法と思っています。今

は復興・復旧のシンボルとしても重要です。

　地震の前から、私たちは「令和 8 年のトキ放鳥を目指して頑張りましょう」とやってきました。地震と

水害で、とても大きなダメージを受けたので、能登の農家のみなさんとか市町のみなさんにも、特にモデ

ル地区などを中心にお話をお伺いしました。復旧・復興はもちろん第一番目に取り組まなきゃいけない課

題ですが、トキの放鳥もそれに合わせてすすめ、私たちの地域をもっとアピールする機会にもしたい。そ

のようなお話を伺いました。復興のリーディングプロジェクトに掲げて取り組んでいこうとすすめております。

菊地：たんにトキを戻すという取り組みではなく、包括的再生だと思います。自然を再生すること、地域

経済を再生すること、人のつながりをつくること、そういうことも含めて一緒にすすめていく取り組みだと

思います。多目的型、いろいろな取り組みを同時多発的にすすめていくことのよさは、いろいろ入り口が

あることだと思います。農業から入りたい人もいれば、観光から入りたい人もいる、トキが大好きという人

もいます。でも、トキだけでやるとトキが好きな人しか基本的にかかわれなくなる。だけど、経済的な関

心からの人も入っていいわけですよ。いろいろ入り口があり、いろいろ目的があって、それによって総合

的に地域がよくなっていく。いろいろな人がいていいのではないでしょうか。

豊田さん：もう一つ大切だと思っていることは、農地とか農業システムの手入れです。手間がかかる環境は、

だんだん手間がかからない環境に置き換えられていきます。もう人手もいないし農家も少なくなってくるし、

若い人いない。水路の普請ができないから、もう U 字溝に替えて、フタをしましょうとなっていくわけです

よね。

　都会の人たちとの農業体験の交流イベントではて、稲刈りと田植えはよく行われますが、それ以外の

水路の泥上げとか草刈りという作業は手が足りなくなっています。私が深くかかわっているある棚田地域

では、田んぼの放棄地の数が倍になりました。また倍になりそうなので、一枚でも耕作を続けるためにど

うしたらいいかを考えています。田植えとか稲刈りだけのイベント的なかかわりではなくて、たとえば都会

に住む人たちが第二のふるさと的に、少し日常的にかかわる。そういう少し深いかかわりができていくと、

担い手が減少していく中でも、どうにか継続できていく部分もあるのかなと思っています。
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菊地：復旧・復興でいえば、たとえばボランティアに行くのですが、観光もする。半ボランティア×半観

光のようなパターンもあるのかもしれません。そんな感じのかかわり方も、非中山間地域の人手不足のな

かで、必要になっているというお話でした。

豊田さん：2019 年度から棚田地域で、小さい農業を守るためのスマート農業を考えていくプロジェクトを

やっていました。そのときに痛感したのが、企業や大学が持っている技術シーズと現場の課題が合わない

ことでした。かゆいところに何か手が届かない感じです。だから、なかなかマッチングできなかったんです。

NTT データは「社会実験としてやっているので、ここから何か自分たちのビジネスを立ち上げるつもりはな

い」というスタンスで入ってくれています。なかなか難しいですね。マッチングではなく一緒に考える場をもっ

とつくりたいと思って、リビングラボを立ち上げました。

　イノベーションはそんな簡単に生まれるものではないので、とにかく対話と実践を続けていく。その

なかで「これだったらあれがあるよ」「ああいう技術もあるよ」ということが少しずつつながり合っていく。

放棄されていく棚田地域の田んぼをどうにか使い続ける起爆剤になるかもしれない技術と出会えています。

来年度から実証実験しながら、地域がよくなるのか、楽になるのか、見ていきたいなと思っています。

E さん：金沢大学の学生です。僕は佐渡市出身で、金沢大学に通っています。佐渡の課題として、次世

代の育成が足りない話がありました。今、私が金沢にいるなかでできることはあるでしょうか。能登と佐

渡の違いって、やっぱり離島ですぐに行けないし時間もかかります。新潟市にいたり金沢市にいて、でき

ること、次世代のためにできることがあれば教えてほしいです。

豊田さん：佐渡には大学がないんです。そこがすごいネックになっていて、20 代の若者がいないんです。

若い世代の人たちが、何らかの形でかかわってくれることはすごくうれしいことです。先ほど話したように、

第二のふるさと的に、ある地域に定期的に通うみたいなことですね。何かそういうしくみを私たちもつく

らなければいけないと思います。そういう関係性を構築する機会ができると地域は元気になるので、遊び

に来てください。

F さん：能登の先端の禄剛埼というとこから佐渡が見えるんですよね。珠洲の人たちとか能登の人たちの、

あるいは観光に来た人たちが佐渡を眺めて、佐渡行きたいなと。そういうニーズはあるんですね。5 ～ 6

年ほど前までだったと思いますが、珠洲から小木港で定期船が 1日1 往復ありました。観光客の人とか、

いろんな人が乗っていたのですが、コロナで船も廃船になったように思います。でも、能登と佐渡のつな

がりを、何かもう一回回復できないかなと思っています。一つはやはりトキかなと思います。来年の 6 月に

能登で放鳥されれば、トキとどのように付き合っていったらいいのか、能登の人たちにとって大きな課題
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になっています。

　であれば、佐渡へ行って、佐渡のみなさんがトキとどう付き合っているのか、実際に現場見に行きましょ

う。そういうツアーもできてくるだろう。そのときに、もう一度珠洲の先端から佐渡の小木港まで船に乗ると。

G さん：チャーターしたらいいんですよ。1 時間半ですよ。

F さん：うん、そう。チャーター便で全然 OK。30 ～ 40 人で行けばそんなに大した額じゃない。日帰り

でもいいんですよね。100 キロぐらいですよね。ただ波が荒いと「うわー」。

そういうトキのつながりから、佐渡のトキを見に行こう、あるいは能登のトキを見に行こうっていう往来が

できるといいなという勝手な思いをしてます。

菊地：ありがとうございます。ぜひ行きましょう。行政が企画してくれるのでしょうか。このカフェで企画し

てもいいですね。

F さん：まさに「生物多様性カフェ」や「のと里山里海カフェ」のテーマじゃないですか。今度は佐渡で

やりましょう。

菊地：佐渡でもやりましょう。面白そうですね。佐渡ツアー、みなさんに声掛けますね（拍手）。

豊田さん：そういうときに、周りの大学生誘って。

E さん：はい。

H さん：佐渡と能登、石川県といわずに能登ということによって、トキというつながりが見えてきたと感じ

ています。ただ、能登と佐渡の違いは地続きであるかどうかという点にあります。能登でトキを放鳥する。

トキにとってみると石川県も能登も加賀も関係ないから飛んで行っちゃう。能登と区切ったからトキという

キーワードが出てきましたが、トキを放鳥した後は、能登じゃなくて石川県って考えないといけないかもし

れない。どこに飛んで行くか分からないから、富山とか福井にも岐阜にも知ってもらわないといけないの
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じゃないかなと感じました。

　私は金沢市に住んでいますが、職場は白山市です。白山市はジオパークに認定され、人と自然との共

生がうたわれているのに、能登でトキが放鳥されることを恥ずかしながら今日初めて知りました。経済と

の絡みも大事とは思いますが、教育ともかかわっていかないといけないと感じました。白山市の小学校、

中学校、高校でも、ジオパークがあるんだから、もしかしたらトキが飛んで来るかもしれないよ、と。加

賀と能登と分けているけど、トキには関係ない。トキをシンボルとして共生についても考えるきっかけにな

るのかなと、ぼんやり考えていました。

豊田さん：白山は結構水田が広がっているので、もしかしたら飛んでいくかもしれません。佐渡で放鳥

したときも、やはり遠くに飛んで行っています。だから、おおらかな気持ちにならなきゃいけないですよね。

北陸全体でぐらいのスケールで考えなくてはいけないのかもしれません。でも、そのときに能登が先進地

として発信していく。みんなを巻き込んでいく。佐渡も一緒にできたらいいかなと思います。

菊地：コウノトリの場合も定着しないと失敗したといわれる、という心配もありました。でも、鳥ですからね。

いろんなとこに飛んで行くわけですよ。

豊田さん：豊岡市の元市長の中貝宗治さんが、コウノトリはアンバサダーだといっていました。環境の大

切さを日本中に伝えていってくれていると。

菊地：コウノトリが全国に飛んでいくので交流が生まれるわけですよね。でも、元々は豊岡で守って豊岡

で放鳥したんですよというストーリーがあればいいんですよ。それをいえるだけの実績があれば、別に何

ともないんですよね。

　モデル地区に居着くことは、難しいかもしれません。でも、モデル地区をつくり環境をよくするという意

味では、地域の豊かさを再発見したり向上させたりする。その結果として、トキがまた戻ってきてくれた

りしたらとてもいい。

　福井県の越前市なんかまさにそうです。地域の人たちが頑張って有機農業をすすめ、放鳥したけど、

なかなか定着しませんでした。しかし、しばらくすると繁殖するようになりました。トキがいろいろな地域

へ飛んでいき、また帰ってきてくれたらいい。「加賀と能登をつなげるトキですよ」ぐらいでいいんじゃな

いでしょうか。

豊田さん：今日は話しませんでしたが、トキは害鳥だといわれています。最初に放鳥する時はかなり反発
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とか不安があったんですね。「トキ、トキ、トキ」といっているけど、他にも大切な産業あるじゃないか。

水産業の人たちはすごい怒りをもっていて「トキの反対運動するぞ」と少し盛り上がっていた方たちもいた

んです。そこで私たちが入り、「海の保全も大切だよね、じゃあみんなで海守りましょうよ」ということで

市民研究所をつくりました。トキを放鳥したら、「反対運動するぞ」といってた男性の田んぼに飛んでいっ

たんですよ。「豊田、トキがうちの田んぼに来たぞ」と。「俺、反対運動しなくてほんとによかったわ」と言っ

ていました。「やだ、やだ」といってる人のところに飛んで行くかもしれない。何かそれも自然の一部になっ

て、おおらかに見守っていけるといいのかなって思いますね。

I さん：ホテルに勤めています。里山里海のお米とか、ホテル旅館組合におっしゃっていただければ、補

助金とかも出ればよく使ってくださると思います。二点目は、佐渡の学校給食です。三点目が、世界農

業遺産ということで、世界からはどれぐらいの観光が来ているかということをお聞きしたいんです。

　鳥を好きな人って、ものすごく高い双眼鏡を持っていますよね。10 人来たら、もう2 億円とか。バード

ウォッチャーたちがもたらす恵みというのもあるかもしれません。

豊田さん：給食ですが、今は「トキ認証米」になっています。子どもたちが家庭で「給食のお米おいしい

んだよ」といって、消費してなかったご家庭でも話題に上がったりすることはあるようです。すごくいい影

響があります。でも佐渡市が経済的な部分を負担しているので成り立っているのかなと思います。

　バードウオッチャーの人たちを取り込むことは、できてないんですよね。北海道の鶴居村とかすごいじゃ

ないですか。もう世界中から来ていますよね。

　佐渡の金山が世界遺産になったんですよ。世界農業遺産と合わせて「世界」が付くものが二つあるの

ですが、外国人が多く集まるのは「Earth Celebration」という鼓童のグループのコンサートです。トキと

か金山のアピールは十分にできてないかもしれないです。でも、ご指摘のとおり、少人数で大きなお金

が動くツーリズムを、もっと考えていかなければと思っています。能登のほうがポテンシャルは高いでしょ

うね。金沢とセットでそういうツアーも組めるだろうし。

菊地：バードウオッチャーとかカメラマンはお金に糸目をつけない人が多い印象です。600 ミリのレンズ

だったら数百万ぐらいしますからね。鶴居村がある北海道の東部は、タンチョウとオオワシ、シマフクロ

ウという大型の鳥を見ることができる場所なので、国内外から多くの人が訪れています。一方、豊岡の場合、

基本的に温泉やカニといった観光のついでにコウノトリを見るという人が多いです。それから、コウノトリ

目的で来る人はお金使わないんです。朝から晩までずっと見ていて、コンビニのおにぎり食べてそのまま

帰っちゃうんですね。だから、どっちがいいかってなかなか難しい問題です。
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J さん：中能登町から来ました。実は放鳥モデル地区になっています。トキを放鳥するという情報は知っ

ていますが、詳しくは知らなかったです。たまたまインスタ見ていたら出てきたので来ました。私の父親が

区長になりました。父親は忙しいので、私が代わりに聞いてこようと思って来ました。

　春木地区は田んぼが多いんですね。左右に山も囲まれていて、佐渡島をちょっと小さくしたような立地

になっています。そういった特徴から、モデル地区に選ばれたのかなと、今日の話を聞いていて思いました。

ただ、トキが放鳥されるという情報が、そこまで浸透してないと感じました。

　私は会社員ですが、震災があって何かしないといけないっていう思いがありました。個人的に復興プロ

ジェクトを今月ちょっと立ち上げ、セミナーで何かみんなで頑張っていこうよって少し発信している立場に

あります。行政からいろいろ提案していただけるのはありがたいのですが、受け取る側の気持ちが何かそ

ろっていないと思っています。地域への情報発信だとか、地域を挙げてやっていかないといけないと感じ

ました。佐渡もそういったところがあったのかなと気になったところです。

菊地：豊田さんたちは「佐渡めぐりトキを語る移動談義所」という取り組みをしていましたよね。いろんな

集落を回って話し合いをしていました。

豊田さん：二年半で四十二回やりました。別のワークショップもやっていました。やはり同じでした。「全

然情報が来ないよ」とか「そんなの新穂でやりゃいいじゃねえか、うちは関係ねえよ」みたいなところが

スタート。環境省の人が「僕たちが情報を持ってきますから」と足しげく通ったんですね。能登は環境省

の事務所がないですよね。石川県が強力だと思いますが、すごく丁寧にやっていく必要があると思います。

トキの放鳥式典に 300 人ぐらい集まったのですが、トキに影響があるのであまり人は集められない。トキ

の場合、保護という側面が強いので、なかなか情報がうまく伝わってなかったりすることはあるかもしれ

ないですね。

菊地：のと里山里海カフェといった場を中能登町で開催することはまったく問題ないと思っています。トキ

のことを話し合う場をつくってもいいと思いますよね。

B さん：大学生と若い人へのお願いです。石川県では農村ボランティアを募集しています。「石川、農村ボ

ランティア」で検索してください。よければ来年度からボランティアとして参加していただきたいです。能

登の人とつながる一つのきっかけになると思います。

D さん：「トキめきボランティア」もあります。
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菊地：「のと里山里海カフェ」で、佐渡に行く企画、してみたいなと思いました。もう一つ、1 分間トーク

もいいですね。一人 1 分、自分が考えていることを話してもらう企画も一回やってもいいかなと感じています。

私自身もさまざまなアイデアをもらいました。引き続き、石川県の生物多様性とか里山里海を活かした地

域の未来について、いろいろな人と一緒に考えていきたいと思っています。今日は、どうもありがとうござ

いました（拍手）。

K さん：石川県立図書館から勝手にお知らせです。海女さんのパネル展をやっています。海も大事とい

う話もありましたので、ご興味あればぜひ見てから帰ってください。よろしくお願いします。
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10 代 0%

70 代以上 0%

20代
23.1%

30代
23.1%

40代
7.7%

50代
30.8%

60代
15.4%

男性
46.2%

女性
53.8%

アンケート結果 第 3回のと里山里海カフェ参加者に実施したアンケートについて

年齢
参加者の

性別
参加者の
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「のと里山里海カフェ」を何で知ったか
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大変満足
66.7%

満足
33.3%

どちらともいえない 0%

あまり満足ではない 0%

満足ではない 0%

満足度

満足度にかんする自由記述

	 能登と佐渡のつながりについて詳しく知らなかったので、共通点が多く驚いたから。

	 佐渡の見方が変わりました。住む面と研究する面において見方が異なることがわかった。

	 トキの放鳥の話を初めて知りました。

	 いろんな地域のいろんな職業の人が同じテーマで話すと、私が思いもしなかった質問や意見が出て、おもしろかっ
たです。

	 公務員としてトキ放鳥を契機に地域を活性化していく仕事に携わっており、豊田先生のお話は大変参考になりまし
た。いろいろな考えの人がいる中で、広域で同じ目的に向かって取り組む難しさを改めて感じました。

	 リアル！簡単ではない。しかしテーマが見えてきてる気がする。

	 佐渡の自然保全の取り組みについて、いろいろ勉強になりました。
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大きく変わった
15.4%

変わった
38.5%

どちらともいえない
30.8%

あまり変わらない
7.7%

変わらない
7.7%

考え方の
変化

考え方の変化にかんする自由記述

	 能登の里山里海をトキを含めて守っていきたいと強く感じました。

	 研究者の話の深さ、切り口にとても深さを感じた。

	 知らなかったことを知れたという感じです。

	 知らないことが多く、情報の整理中のため。

	 元々能登の里山里海をいかに次の世代に受け継いでいくかを考えているので、その大切さに関する考えは変わら
ないが、つないでいくのは難しい。

	 昔には戻れない。しかし・・・ということ。

	 放鳥だけでなく、トキが生息できる自然環境を守ことも大切です。「トキ認証米」は一つの例です。
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思う
92.3%

わからない
7.7%

思わない 0%

今後の
参加意向

全体としての感想

	 とても良い会でした。ありがとうございました。

	 トキについてフォーカスしたことがなかったので興味深い話で面白かったです。

	 ゼミにも生かせるヒントをもらえました。ありがとうございます。

	 発見事項がいくつもありました。ヒントをいただき感謝しています。

	 あまりトキに興味はなかったですが、お話を聞けてよかったです。話がおもしろかったし、トキに興味がわきました。

	 県内の取り組みなど知らないことも知ることができ有意義でした。

	 能登と佐渡は「兄弟」ではなく「姉妹」なんだぁと思いました。

	 様々な職種、年齢、バックボーンを持つ方が集まったからこそ、知れたことがあった。

	 佐渡の取り組みは素晴らしいと思った。能登ではどうだろう。

	 視野が広がりました。いつもありがとうございます。トキが色んな所に飛んでくる！

	 理解が深まった気がします。

	 自然共生は単に行政区域で区分することができないです。いろいろなアクターを考慮する必要があると思います。
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